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市役所代表

/31
４
月
２
日（
月
）

納
期
限
の

お
知
ら
せ

納付書裏面等に記載の場所で納付してください。
便利な口座振替をご利用ください。

市民税・都民税 ……………… 随期分
国民健康保険税 ………………随期分
後期高齢者医療保険料 ………随期分

 　

市
・
都
民
税
は
、
前
年
の
所
得

に
対
し
て
、
１
月
１
日
現
在
お
住

ま
い
の
市
区
町
村
で
課
税
さ
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
平
成　

年
１
月

３０

２
日
以
降
に
小
金
井
市
に
転
入
し

た
方
は
、
以
前
に
お
住
ま
い
の
市

区
町
村
へ
申
告
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
、
小
金
井
市
か
ら

転
出
予
定
の
方
は
、
必
ず
小
金
井

市
の
市
民
税
課
へ
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

■
受
付
時
間
▽
月
曜
〜
金
曜
日
午

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
▽
３
月

３０

４
日
（
日
）
、　

日
（
日
）
午
前

１１

９
時
〜
午
後
１
時

※
日
曜
日
は
電
話
で
の
問
い
合
わ

せ
等
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん

 　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
（
以
下
「
所
得
税
」
）
の
確
定

申
告
書
は
、
申
告
時
に
お
住
ま
い

の
市
区
町
村
を
管
轄
す
る
税
務
署

（
小
金
井
市
は
武
蔵
野
税
務
署
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

３
月　

日
（
木
）
ま
で
は
、
記
入

１５

済
み
の
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を

市
の
市
民
税
課
で
も
お
預
か
り
で

き
ま
す
。

　

税
務
署
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ

る
申
告
書
作
成
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t

tp
://w
w
w
.n
ta.go

.jp
/

）の
「
確

市
・
都
民
税
の
申
告
は

市
役
所
へ

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
確
定
申
告
は
税
務
署
へ

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す
。
作
成

し
た
申
告
書
は
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
し
て
郵
送
等
で
税
務
署
に
提
出

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
税
務
署
で
は
申
告
書
作

成
会
場
を
開
設
し
、
申
告
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
駐
車
場
は
３
月

　

日
ま
で
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で

１５車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

■
受
付
時
間
月
曜
〜
金
曜
日
、
午

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
（
相
談

３０

は
午
前
９
時
か
ら
）

※
混
雑
状
況
に
よ
り
早
め
に
締
め

切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
午

後
４
時
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い

 
■
市
・
都
民
税
封
筒
の
表
に
、
赤

字
で
「
市
・
都
民
税
申
告
書
在

中
」
と
明
記
し
、
市
民
税
課
へ

■
所
得
税
封
筒
の
表
に
「
確
定
申

告
書
在
中
」
と
明
記
し
、
武
蔵
野

税
務
署
へ

※
申
告
書
の
「
控
」
が
必
要
な
方

は
、
切
手
を
貼
り
、
あ
て
先
を
明

記
し
た
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封

し
て
く
だ
さ
い

 

▽
市
・
都
民
税
＝
市
民
税
課
市

民
税
係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所

１８４

不
要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
３
階
☎

　

儿　

儿
９
８
１
９
）
▽
所
得
税

０４２

３８７

＝
武
蔵
野
税
務
署
（
〒　

儿
８
５

１８０

２
２
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
本
町
３
儿

　

儿
１
☎
０
４
２
２
儿　

儿
１
３

２７

５３

１
１
）

申
告
書
の
提
出
は

郵
送
で
も
行
え
ま
す

問

市
・
都
民
税
、
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

市
・
都
民
税
、
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別別

所
得
税
の
申
告
は
３

所
得
税
の
申
告
は
３
月月　

日日（（
木木
））ま
で
に

ま
で
に

１５１５

 　

災
害
時
に
は
、「
自
助
・
共
助
・

公
助
」
の
連
携
が
自
分
や
地
域
の

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、
早
期
に

復
旧
・
復
興
す
る
た
め
に
必
要
で

す
。

　

ふ
だ
ん
か
ら
、
自
助
・
共
助
・

公
助
を
意
識
し
て
、
備
蓄
や
地
域

の
交
流
な
ど
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
自
助
】

　

自
ら
の
身
は
自
分
で
守
る
こ
と

で
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
災
害
に
関
す

る
知
識
を
身
に

つ
け
、
家
庭
内

で
の
話
し
合
い

や
備
蓄
な
ど
、

災
害
に
対
す
る

準
備
を
し
ま
し

ょ
う
。

【
共
助
】

　

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
こ
と
で
す
。
消
火
や
救
出

を
真
っ
先
に

行
え
る
の
は

地
域
の
皆
さ

ん
で
す
。
い

ざ
と
い
う
と
き
の
連
携
の
た
め
、

ふ
だ
ん
か
ら
ご
近
所
と
交
流
し
ま

し
ょ
う
。

【
公
助
】

　

市
を
は
じ

め
と
し
た
行

政
機
関
な
ど

自
助
・
共
助
・
公

自
助
・
共
助
・
公
助助

が
行
う
応
急
対
策
の
こ
と
で
す
。

 　

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
で
協

力
し
合
い
災
害
か
ら
ま
ち
を
守
る

た
め
、
自
主
的
に
結
成
す
る
組
織

で
す
。
役
割
分
担
や
運
営
な
ど
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
計
画
し

て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
、
そ
の
育

成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
町
会
や

自
治
会
な
ど

が
中
心
と
な

っ
て
、
地
域

防
災
の
核
と

な
る
よ
う
な

自
主
防
災
組

織
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

 　

市
内
で
火
災
が
発
生
し
た
場

合
、
市
民
へ
の
警
報
を
目
的
と
し

て
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
毎
月
１
日
（
１
月
を
除

く
。
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
の
場
合

は
、
翌
日
以
降
の
最
初
の
平
日
）

の
午
前
８
時
に
は
、
広
く
火
災
予

防
を
呼
び
か
け
る
た
め
、
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
を
作
ろ

自
主
防
災
組
織
を
作
ろ
うう

消
防
サ
イ
レ
ン
に
ご
理
解

消
防
サ
イ
レ
ン
に
ご
理
解
をを

地
域
安
全
課
防
災
消
防
係
（

 

地
域
安
全
課
防
災
消
防
係
（
☎☎　

儿儿　

儿儿
９
８
０
７
）

９
８
０
７
）

０４２０４２

３８７３８７

問 備
え
ま
し
ょ

備
え
ま
し
ょ
うう

震震

大大
地地

にに

重要な役割を担う消防団
　災害が発生したときは、市を含めた関
係防災機関が連携し、災害救助や被害拡
大防止などの防災活動を行います。
　中でも消防団は、市内在住・在勤・在
学者の有志で組織され、本業をもつかた
わら、奉仕の精神により市民の生命や財
産などを守るため、昼夜を問わず活動し
ています。訓練などの消防団の活動への
ご理解・ご協力をお願いします。
【消防団員募集】
　市消防団では、団員を募集していま
す。入団方法等詳しくはお問い合わせく
ださい。
■資格等要件市内在住・在勤・在学の入
団日時点で１８歳以上の方

ローリングストック法とは

食べたら、1食分を買い足して補充する。

買い足す　

朝 昼 夜
1日目
2日目
3日目
もう1日分

補充

ちょうど1年で、最初に用意した4日分
（12食）は全て消費し、買い足した12
食分とそっくり入れ替わる。（非常食の
消費期限は1年でよい）

新しいものが常備される

朝 昼 夜
1日目
2日目
3日目
もう1日分

朝 昼 夜
そっくり入れ替わる

朝 昼 夜
1日目
2日目
3日目
もう1日分

ベースとなる3日分（9食分）の非常食
を用意する。さらに、もう1日分（3食
分）、合計で12食分にする。

備える

朝 昼 夜
1日目
2日目
3日目
もう1日分

１か月に1回程度の頻度で非常食1食分
を定期的に食べる。

食べる1 1 ２

4 3

　市では、災害発生時に避難所を
開設し、避難者に対して支援を行
いますが、自宅が倒壊等しておら
ず、安全が確保できる方には在宅
避難を促しています。その際に必
要な非常食の日常備蓄の方法の一
つに「ローリングストック法」が
あります。
　「ローリングストック法」とは、
日常的に非常食を食べて、食べた
ら買い足すという行為を繰り返
し、常に家庭に新しい非常食が備
蓄される「食べ回しながら備蓄す
る」という方法です。（右図）ぜひ、
ご自宅で実践してみてください。

日常備蓄を備えよう

３
月
は
窓
口
が
込
み
合
い
ま
す
。
申
告
は
お
早
め

３
月
は
窓
口
が
込
み
合
い
ま
す
。
申
告
は
お
早
め
にに
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○
○
○
○

in
fo
rm
a
tio
n

お
知
ら
せ

問合先内　容ところと　き名　称

健康課健康係
（☎０４２−３２１−１２４０）新委員の任命　ほか保健センター１

階大会議室
３月６日（火）
１５：００〜食育推進会議

ごみ対策課減量推進係
（☎０４２−３８７−９８３５）

清掃関連施設整備基
本計画について

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

３月８日（木）
１８：３０〜

清掃関連施設整備
基本計画検討会議

自立生活支援課障害福祉係
（☎０４２−３８７−９８４８）

児童発達支援センタ
ー「きらり」の業務内
容等について

前原暫定集会施
設１階Ａ会議室

３月１３日（火）
１０：００〜

児童発達支援セン
ター運営協議会
（※）

企画政策課企画政策係
（☎０４２−３８７−９８００）市歌の選定について前原暫定集会施

設２階Ｂ会議室
３月１９日（月）
１９：００〜市歌選定委員会

子育て支援課子育て支援係
（☎０４２−３８７−９８３６）

計画の進捗状況や実
施状況の評価等につ
いて

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

３月２７日（火）
１９：００〜

子ども・子育て会
議（※）

健康課健康係
（☎０４２−３２１−１２４０）新委員の任命　ほか市役所第二庁舎

８階８０１会議室
３月２９日（木）
１９：３０〜

市民健康づくり審
議会

◆◆各種審議会等の開催日程◆◆

○は休日窓口開設日3月

ご
利
用
く
だ
さ
い

３
月
の
休
日
窓
口

■
開
設
時
間
午
前
９
時
～
午
後
１

時■
開
設
窓
口
市
民
課
、
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
係
、
子
育
て
支

援
課
手
当
助
成
係
（
４
日
の

み
）
、
納
税
課
（
４
日
の
み
）

※
一
部
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
・
市
税

証
明
書
交
付
事
務
ほ
か
）
も
あ
り

ま
す

 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
６
）
、
土
曜
・

０４２

３８７

日
曜
・
祝
日
は
市
役
所
代
表
（
☎

　

儿　

儿
１
１
１
１
）

０４２

３８３

問

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

土金木水火月日
321

10987654

17161514131211

24232221201918

31302928272625

※保育あり（要事前申込）

【
地
域
自
立
支
援
協
議
会
委
員
】

　

障
が
い
の
あ
る
方
の
地
域
で
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
検
討
・

審
議
し
ま
す
。

 

１
人
（
選
考
）

 

市
内
在
住
で　

歳
以
上
の
方

２０

■
任
期
４
月
１
日
～
２
０
２
０
年

３
月　

日
（
年
４
回
程
度
開
催
）

３１

 

３
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
、

１５

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、

小
論
文
（　

字
以
内
・
課
題
＝

８００

「
障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
」
）・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
自

立
生
活
支
援
課
障
害
福
祉
係
（
〒

　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・
市
役

１８４所
第
二
庁
舎
２
階
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

定対申

８
４
８ 
　

儿　

儿
２
５
２
４
）

０４２

３８４

へ【
市
立
は
け
の
森
美
術
館
運
営
協

議
会
委
員
】

　

は
け
の
森
美
術
館
の
運
営
に
関

し
て
、
検
討
・
審
議
し
ま
す
。

 

２
人
（
選
考
）

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

平
成　

年
３
月
１
日
現
在　

歳
以

３０

１８

上
の
方

■
任
期
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

（
年
４
回
開
催
予
定
）

■
応
募
用
紙
配
布
場
所
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
文
化
課
、
図
書
館
本
館
、
公

民
館
各
館
、
東
小
金
井
駅
開
設
記

念
会
館
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

３
月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で

２７

に
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、
小
論
文

（
千　

字
以
内
・
課
題
＝
「
市
立

２００

美
術
館
の
役
割
に
つ
い
て
」
）
と

応
募
用
紙
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

課
文
化
推
進
係
（
〒　

儿
８
５
０

１８４

４
住
所
不
要
・
市
役
所
第
二
庁
舎

４
階
☎　

儿　

儿
９
９
２
３
）
へ

０４２

３８７

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

■
報
酬
１
万
円
（
１
回
）

 

▽
市
が
設
置
す
る
附
属
機
関
等

の
委
員
は
、
原
則
２
つ
ま
で
▽
小

論
文
は
返
却
し
ま
す
▽
選
考
基

準
・
方
法
、
開
催
回
数
等
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

FAX

定対申他

 　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重

要
性
等
に
つ
い
て
、
千
葉
県
佐
倉

市
等
で
の
事
例
を
交
え
た
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

 

３
月　

日
（
火
）
午
後
６
時
～

２０

８
時

 

市
民
会
館
・
萌
え
木
ホ
ー
ル

 

池
澤
龍
三
さ
ん
（
一
般
財
団
法

人
建
築
保
全
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究

員
）

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

 
　

人
（
当
日
先
着
順
）

８０

 

▽
保
育
あ
り
（
１
歳
以
上
の
未

就
学
児
。
６
人
。
要
事
前
申
込
）

▽
手
話
通
訳
あ
り

 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
０
０
）

０４２

３８７

 　

全
換
水
お
よ
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
た
め
、
次
の
期
間
利
用
を
一
時

中
止
し
ま
す
。

■
期
間
３
月
６
日
（
火
）
～　

日
１４

（
水
）

 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
☎　

儿　

儿
２
４
６
２
）

０４２

３８６

 　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て

く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、
市

内　

か
所
に
設
置
し
て
い
る
防
災

５８
行
政
無
線
を
用
い
て
確
実
に
市
民

の
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
す
る
た
め
、

情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

 

３
月　

日
（
水
）
午
前　

時
ご

１４

１１

ろ■
試
験
放
送
の
内
容
▽
防
災
行
政

無
線
チ
ャ
イ
ム
▽
「
こ
れ
は
、
Ｊ

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

市
民
講
演
会

時所講対定他問栗
山
公
園
健
康
運
動
セ
ン
タ
ー

温
水
プ
ー
ル
利
用
の
一
時
中
止

問防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

時

ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
。
」
３

回
繰
り
返
し
▽
「
こ
ち
ら
は
、
ぼ

う
さ
い
こ
が
ね
い
で
す
。
」
▽
防

災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム

 

▽
こ
の
訓
練
は
、
本
市
以
外
の

地
域
で
も
、
全
国
的
に
実
施
さ
れ

ま
す
▽
試
験
放
送
当
日
に
放
送
内

容
を
確
認
す
る
場
合
は
、
自
動
音

声
応
答
サ
ー
ビ
ス
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
９
０
０
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

 

地
域
安
全
課
地
域
安
全
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
０
６
）

０４２

３８７

 　

市
民
課
窓
口
は
、
引
っ
越
し
シ

ー
ズ
ン
の
２
月
下
旬
～
５
月
上
旬

は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

　

ま
た
、
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
、

月
曜
日
や
祝
日
等
の
翌
日
は
込
み

合
い
、
お
待
た
せ
す
る
時
間
が
長

く
な
り
ま
す
。
お
急
ぎ
で
な
い
場

合
は
、
込
み
合
う
期
間
・
日
に
ち

他問市
民
課
窓
口
の
混
雑
緩
和
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

を
避
け
て
い
た
だ
く
か
、
時
間
に

余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。
な
お
、
混
雑
予
想
カ
レ
ン
ダ

ー
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

混
雑
緩
和
の
た
め
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

市
民
課
市
民
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
３
０
）

 　

市
民
課
の
証
明
書
発
行
窓
口
で

は
、
税
関
係
証
明
書
の
一
部

（
市
・
都
民
税
課
税
証
明
書
お
よ

び
納
税
証
明
書
）
を
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
が
、
窓
口
が
大
変
込
み
合

う
３
月
１
日
（
木
）
～
６
月
８
日

（
金
）
は
休
止
し
ま
す
。

　

休
止
期
間
中
、
税
関
係
証
明
書

は
、
市
民
税
課
お
よ
び
納
税
課

（
い
ず
れ
も
市
役
所
第
二
庁
舎
３

階
）
で
の
み
発
行
し
ま
す
。
ご
迷

問市
民
課
で
の
税
関
係
証
明
書

の
発
行
を
休
止

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

 

市
民
課
市
民
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
３
０
）

 　

任
意
継
続
中
の
健
康
保
険
が
３

月　

日
で
満
了
と
な
り
、
４
月
１

３１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
方
に
限
り
、
３
月　

日
（
金
）

１６

か
ら
、
加
入
の
受
け
付
け
を
開
始

し
ま
す
。

 

▽
任
意
継
続
の
健
康
保
険
証

（
喪
失
予
定
日
の
記
載
が
あ
る
も

の
）
▽
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

問国
民
健
康
保
険

任
意
継
続
の
健
康
保
険
が

満
了
に
な
る
方
へ

持

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
等
）
▽
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
確
認
で
き
る
も
の

※
世
帯
の
状
況
に
よ
り
、
そ
の
他

の
提
出
物
が
必
要
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す

 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
３
）

０４２

３８７

 　

市
で
は
、
次
の
都
市
計
画
を
変

更
し
ま
し
た
の
で
、
関
係
図
書
の

縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区

■
縦
覧
場
所
・ 

都
市
計
画
課
都

市
計
画
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５

階
☎　

儿　

儿
９
８
５
９
）

０４２

３８７

問都
市
計
画
を
変
更

問

４月１日から放置自転車等の
撤去手数料を改定

改定後改定前自転車等の区分

１台につき２,５００円１台につき１,５００円自転車

１台につき４,０００円１台につき３,０００円原動機付自転車

　市では、さらなる放置自転車等の抑制、原因者負担の適正化、近
隣他市の撤去手数料との均衡化などの理由により、４月１日から撤
去手数料を下表のとおり改定します。ご理解・
ご協力をお願いします。
※なお、３月３１日までに撤去した自転車等につ
いては改定前の撤去手数料となります
 交通対策課交通対策係（☎０４２−３８７−９８５０）問

委委員員
募　募集集

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1

凡　例   日時 　  場所 　  内容 　  講師 　  対象 　  定員 　  費用 　  持ち物 　  申し込み 　  問い合わせ 　  その他 　  ホームページ 　  Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

30・3・13

　市では、小金井由来で歴史的価値のある貴重な文書や写
真・陶磁器等を集めています。心当たりのある方はご家庭で
廃棄する前に、ご相談ください。
 生涯学習課文化財係（☎０４２−３８７−９８７９）問

貴重な歴史資料の収集

要項配布・
申し込み

採用
予定日募集人数資格等要件報酬等勤務時間業務名区分採用

年度

３月１２日（月）まで
に、職員課へ。郵送
の場合は１１日必着

４月１日

３人

保育士証の交付を受けている方

月額
２０１,３６５円

７：００〜１９：００の間で１日７時間４５分
（ローテーションにより土曜日の勤務
あり）

保育士（育児休業代替）

任
期
付

平
成　

年
度

３０

若干名

月額
１７９,５１５円

（経験・職歴によ
り別途加算あり）

保育士

若干名

以下の要件をすべて満たす方
渇パソコン操作（ワード、エクセル）ができる方
渇身体障害者手帳、療育手帳（愛の手帳等）または精
神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方および
障害者雇用促進法第２条第１号に掲げる障害者
渇介助者なしに職務の遂行が可能な方
渇通常の勤務時間（週３０時間）に対応できる方

月額
１６３,８００円週４〜５日、週３０時間勤務一般事務（障がいのある

方対象）

非
常
勤

１人社会福祉士の資格および普通自動車運転免許を有す
る方

月額
２０２,７００円

週５日、週３０時間勤務（割り振りは所
属長が定める。ローテーションにより
土曜日の勤務あり）

子ども家庭支援ワーカー
業務

２０人程度−時給
１,２００円

週５日、月曜〜金曜日、７：００〜１１：
００または１５：３０〜１９：００の間で、１日
１.５〜３時間勤務、週１５時間程度（必要
に応じ土曜日の勤務あり）

保育士補助業務

若干名保育士証の交付を受けている方月額
１８５,９００円

月曜〜土曜日のうち週５日、７：００〜
１９：００の間で、６時間勤務（割り振り
は所属長が定める。必要に応じ時間外
勤務あり）

保育士業務

４人−月額
１５７,２００円

月曜〜土曜日のうち週５日、８：１５〜
１７：００の間で、６時間勤務（割り振り
は所属長が定める。必要に応じ時間外
勤務あり）

保育園給食調理業務

２人公共事業等に係る用地取得業務または用地取得に伴
う補償額算定業務の経験を有している方

月額
１８５,９００円

月曜〜金曜日のうち週４日（割り振り
は所属長が定める）８：３０〜１７：００用地取得専門業務

３月１２日（月）まで
に、庶務課へ。郵送
の場合は１２日必着

１人司書、司書補のいずれかの資格を有し、自転車に乗
れる方

月額
１５８,４００円

週４日、８：４５〜１７：１５の間で１日７
時間１５分勤務。土曜・日曜・祝日を含
む（割り振りは所属長が定める）

図書館業務Ａ

１人−月額
１４４,１００円

週５日、月曜〜金曜日の８：３０〜１５：
１５、９：００〜１５：４５、９：３０〜１６：１５
のいずれか（７／２１〜８／２０は勤務を
要しない）

学校給食調理補助業務

職員募集
■年齢等要件渇非常勤は６５歳定年制のため、昭和２８年４月２日以降に生まれた方渇国籍は問いません
 要項は、市ホームページからもダウンロードできます
 職員課人事研修係（〒１８４−８５０４住所不要・市役所本庁舎１階☎０４２−３８７−９８０８）、庶務課庶務係（〒１８４−
８５０４住所不要・市役所第二庁舎７階☎０４２−３８７−９８７２）

他
問

冠婚葬祭用の陶磁器昭和初期の写真

【実際に市民の方から提供いただいた資料の例】

　

６
月
２
日
（
土
）
に
開
催
す
る

黄
金
井
名
物
市
を
一
緒
に
作
り
上

げ
る
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

委
員
会
は
３
月　

日
（
月
）
か

１９

ら
、
月
に
１
・
２
回
、
午
後
８
時

か
ら
開
催
し
ま
す
。

 

市
内
在
住
・
在
勤
で
平
成　

年
３０

４
月
１
日
現
在　

歳
以
上
の
方

１８

 
　

人
程
度
（
多
数
抽
選
）

１０

 

３
月　

日
ま
で
に
、
電
話
ま
た

１６

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
商
工
会
（
☎　

儿
０４２

　

儿
８
７
６
５ 

y.sh
ib
aki@

s

３８１

h
o
ko
kai-to

kyo
.o
r.jp

）
へ

  

３
月　

日
（
土
）
、
４
月
１
日

３１

（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
８
時　
３０

分
※
半
日
交
代
。
時
間
は
応
相

談
。
謝
礼
・
軽
食
付
き

 

舞
台
や
縁
日
コ
ー
ナ
ー
（
わ
た

あ
め
・
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い

等
）
の
ス
タ
ッ
フ

 

お
お
む
ね　

～　

歳
の
市
内
在

１５

７０

住
・
在
勤
・
在
学
の
方

 
　

人
程
度

１０

 

詳
細
は
別
途
連
絡
し
ま
す

 

３
月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で

１２

に
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
は
が
き
で

「
桜
ま
つ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希

望
」・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
市
観
光
ま
ち

お
こ
し
協
会

（
〒　

儿
０
０

１８４

０
４
本
町
６
儿

５
儿
３
シ
ャ
ト

ー
小
金
井
１
階

☎　

儿　

儿
３
９
８
０ 

in
fo
@

０４２

３１６

ko
gan
ei-kan

ko
.jp

）
へ

対定申

糸

第　

回
小
金
井
桜
ま
つ
り

６４
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

募
集

時内対定他申

糸

教育委員会児童・生徒表彰式
　教育委員会では、健全育成や学校教育の充実向上をねらいとして、他の
模範となるような成績または行為のあった市立小・中学校に在学する児
童・生徒等に対し表彰を行っています。
　２月１６日に、教育委員会児童・生徒表彰式が開催され、個人・団体の計
１７件が表彰されました。

第　

回
黄
金
井
名
物
市

１８
実
行
委
員
募
集



30・3・1 4市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く）

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

　

南
中
学
校
の
中
庭
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
（
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
１
面
）
を
一

般
開
放
し
ま
す
。

 

４
月
１
日
～
９
月　

日
の
午
後

３０

７
時
～
９
時
（
金
曜
・
土
曜
日
を

除
く
）

 

市
内
在
住
・
在
勤
の
常
時
４
人

以
上
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
（
学

生
を
除
く
）

 

▽
使
用
可
能
日
は
、
調
整
し
た

う
え
、
結
果
を
３
月　

日
ま
で
に

２３

代
表
者
に
連
絡
し
ま
す
▽
申
請
書

は
生
涯
学
習
課
（
市
役
所
第
二
庁

舎
７
階
）
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す

 

３
月
９
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

郵
送
ま
た
は
直
接
、
生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
〒　

儿
８
５

１８４

時対他申

０
４
住
所
不
要
☎　

儿　

儿
２
４

０４２

３８６

６
２
）
へ

 　

小
・
中
学
校
施
設
の
一
部
を
、

市
内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
に
開
放

し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
や

会
議
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
学
校
教
育
活
動
に
支
障

が
あ
る
場
合
は
、
利
用
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
で
構
成

す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等

 

利
用
の
１
か
月
前
～
２
日
前

に
、
直
接
、
各
学
校
へ

【
教
室
・
屋
内
運
動
場
・
校
庭
の

開
放
】

■
開
放
時
間
午
前
９
時
～
午
後
９

時■
開
放
場
所
市
立
小
・
中
学
校

 

第
一
小
学
校
、
東
小
学
校
、
東

中
学
校
の
屋
内
運
動
場
に
は
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

学
校
施
設
を
開
放

対申他

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
市

政
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
施
策

を
望
み
、
ど
の
よ
う
な
ご
意
見

を
持
っ
て
い
る
か
を
お
尋
ね
す

る
た
め
、
平
成　

年
９
月
に
ア

２９

ン
ケ
ー
ト
調
査
「
市
長
へ
の
手

紙
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
、
そ
の
結
果
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
（
左
表
）

　

市
政
に
望
む
重
点
項
目
を
３

点
選
ん
で
い
た
だ
く
設
問
に
対

し
て
は
、　

人
の
方
か
ら
要
望

５４０

が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中
で
最
も

多
い
の
は
「
財
政
・
財
務
」
、

第
２
位
は
「
ご
み
と
ま
ち
の
美

化
」
、
第
３
位
は
「
計
画
的
行

政
」
で
し
た
。

　

ご
要
望
の
上
位
３
項
目
に
対

し
て
、
市
の
取
り
組
み
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
意
見
・
ご
提
案
は
、
市
の

行
財
政
運
営
へ
の
貴
重
な
資
料

と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

■
調
査
期
間
平
成　

年
９
月　

２９

１５

日
～　

日
３０

■
調
査
対
象
等
平
成　

年
７
月

２９

１
日
現
在　

歳
以
上
で
、
住
民

１８

基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
に
抽
出

し
た
２
千
人
の
方
を
対
象
に
、

郵
送
に
よ
る
配
票
、
回
収

■
回
答
者
数　

人
（
男
性　

５４０

２２３

人
、
女
性　

人
、
不
明　

人
）

３０３

１４

■
回
収
率　

・
０
％

２７

 

広
報
秘
書
課
広
聴
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
１
８
）

３８７
問

皆さんの声を市政皆さんの声を市政にに
市政への要望項目順位

内　容項　目構成比
（％）順位

財政健全化、財源確保、コスト削減など財政・財務１１.３１
ごみの減量、ごみ処理施設などごみとまちの美化９.７２
新庁舎、施設整備、諸計画整備、広域連携など計画的行政８.７３
子育ち・子育て支援、子育て環境など子ども家庭福祉７.５４
活躍の場、生活支援、介護予防、介護保険など高齢者福祉７.０５
検診・健康診査、医療体制、国保など健康・医療５.８６
駅周辺のまちづくり、都市計画など市街地整備５.３７
危機管理体制、防災、防犯など地域安全４.８８
商業振興、魅力ある商店街、観光など商　業４.０９
市民サービス、公民連携、行政評価、市職員など行政経営４.０９
教育内容・方法、学習環境、学校施設など学校教育３.７１１
保護者負担軽減、幼稚園支援、地域ネットワークなど幼児教育３.４１２
みどり・公園・水辺の保全、創出などみどりと水３.３１３
道路、交通環境、交通機関、河川など道路・河川２.９１４
芸術文化活動、文化財、文化施設、文化交流など文化・芸術２.５１５
福祉施設、地域の福祉活動など地域福祉２.０１６
住宅供給、住環境、上下水道など住宅・住環境　１.９１７
心のバリアフリー、生活支援、医療連携など障がい者福祉１.７１８
市民協働、地域活動、地域情報などコミュニティネットワーク１.６１９
イベント・各種活動、体育施設などスポーツ・レクリエーション１.６１９
就労支援の充実、雇用の拡大など雇　用１.３２１
生涯学習施設、生涯学習活動など生涯学習１.３２１
地球温暖化対策、環境保全など環境保全１.２２３
新産業育成、コミュニティビジネスなど創造的産業０.９２４
意識啓発、ワーク・ライフ・バランスなど人権・平和・男女共同参画０.７２５
情報公開、個人情報保護、市民参加、広報・広聴など市民参加・市民協働０.６２６
工業振興、住環境との調和など工　業０.５２７
農業振興、市民農園、地場産業など農　業０.４２８
消費者啓発、労働環境など消費者生活・勤労者福祉０.３２９

死

 

学
務
課
学
務
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
７
４
）

【
会
議
室
等
の
開
放
】

■
開
放
時
間
▽
月
曜
～
金
曜
日
＝

午
後
６
時
～
９
時
▽
土
曜
・
日

曜
・
祝
日
等
＝
午
前
９
時
～
午
後

９
時

■
開
放
施
設
・
定
員
▽
第
二
小
学

校
（
☎　

儿　

儿
１
１
４
２
）
＝

０４２

３８３

会
議
室
（　

人
）
▽
第
二
中
学
校

４０

（
☎　

儿　

儿
１
１
６
２
）
＝
会

０４２

３８３

議
室
（　

人
）
、
視
聴
覚
室
（　

３０

３０

人
）
、
和
室
（　

人
）

１０

 

事
前
に
庶
務
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
７
階
）
で
の
登
録
が
必
要
で

す
※
た
だ
し
、
す
で
に
社
会
教
育

関
係
団
体
等
に
登
録
し
て
い
る
場

合
は
除
き
ま
す

 

庶
務
課
施
設
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
７
１
）

 　

都
で
は
、
平
和
国
家
日
本
の
首

都
と
し
て
、
戦
争
の
惨
禍
を
再
び

繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
誓
い
、
３

月　

日
を
東
京
都
平
和
の
日
と
定

１０
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
昭
和　

年
の
東
京

２０

大
空
襲
で
一
夜
に
し
て　

万
人
と

１０

も
い
わ
れ
る
尊
い
命
が
失
わ
れ
た

日
で
す
。
東
京
大
空
襲
を
は
じ

め
、
戦
災
で
亡
く
な
っ
た
方
々
の

追
悼
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
う

た
め
、
家
庭
や
職
場
な
ど
で
１
分

間
の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

３
月　

日
（
土
）
午
後
２
時

１０

 

都
生
活
文
化
局
文
化
事
業
課

（
☎　

儿
５
３
８
８
儿
３
１
４

０３

１
）
、
市
広
報
秘
書
課
広
聴
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
１
８
）

０４２

３８７

問他問３
月　

日
は

１０

東
京
都
平
和
の
日

時問

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　平成２９年７月に宣言した市
長に続いて、１１月に第一・第
二両副市長および教育長が、
平成３０年１月に部長職者１１人
がそれぞれ「イクボス宣言」
を行いました。
　今回のイクボス宣言につい
ては、市長のめざす自治体経
営においてワーク・ライフ・
バランス（仕事と生活の調
和）は重要な視点であるとい
う考えに沿って、イクボスと

してワーク・ライフ・バラン
スへの理解促進に努めるほ
か、育児休暇取得率の向上な
どを進めていくものです。
　今後も、ワーク・ライフ・
バランスの実現に向け、効率
的で働きやすい職場と男女共
同参画に向けた環境の整備を
めざし、取り組みを進めてい
きます。
 企画政策課男女共同参画室
（☎０４２−３８７−９８５３）
問

理事者、部長職者が
イクボス宣言

南
中
学

南
中
学
校校

テ
ニ
ス
コ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
トト

夜
間
開
放
（
前
期

夜
間
開
放
（
前
期
））

「 」 がまとまりました市長への手紙市長への手市長への手紙紙
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30・3・15

財
政
・
財

財
政
・
財
務務

１
〈
財
政
健
全
化
の
状
況
と
市

の
抱
え
る
課
題
〉

　

市
で
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
い
て
、
４
つ
の
健
全
化
判
断
比

率
と
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
、

監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
う
え

で
、
市
議
会
に
報
告
し
、
公
表
し

て
い
ま
す
。
市
の
平
成　

年
度
の

２８

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比

率
は
い
ず
れ
も
基
準
数
値
以
下
と

な
っ
て
お
り
、
健
全
な
範
囲
内
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
債
（
借
金
）
の
残
高
は
、
平

成　

年
度
末
は
約　

億
円
あ
り
ま

２３

３１５

し
た
が
、
平
成　

年
度
末
に
は
約

２８

　

億
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う

２４２ち
、
将
来
の
世
代
へ
の
負
担
の
先

送
り
と
も
い
え
る
特
例
債
（
赤
字

債
）
は
、
平
成　

年
度
末
の
約　

２３

１３５

億
円
か
ら
平
成　

年
度
末
に
は
約

２８

　

億
円
と
な
る
な
ど
、
減
少
傾
向

９４が
続
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
の
財
政
状
況
は
依

然
と
し
て
厳
し
く
、
危
機
的
な
財

源
不
足
の
克
服
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成　

年
度
当
初
予
算

３０

編
成
で
は
、
各
課
か
ら
の
予
算
要

求
に
対
し
て
約　

億
円
も
の 
乖  
離 

か
い 

り

２０

が
あ
り
、
そ
の
中
で
子
育
て
支
援

施
策
等
を
進
め
る
た
め
、
財
政
調

整
基
金
を
７
・
７
億
円
取
り
崩

し
、
平
成　

年
度
決
算
を
見
込
ん

２９

で
５
・
０
億
円
を
繰
り
越
し
、
当

初
予
算
案
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
で
は
、
集
会
施
設
等
の
公
共

施
設
や
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

の
す
べ
て
を
維
持
・
更
新
す
る
た

め
に
、
今
後　

年
間
で
約
千　

億

３５

５００

円
も
の
財
源
を
要
す
る
と
試
算
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
市
が
直
面

し
て
き
た
課
題
と
比
べ
て
も
、
格

段
に
大
き
な
財
源
を
要
し
、
業
務

量
も
膨
大
な
も
の
に
な
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
安
定
的
な
ご
み
処
理

体
制
の
確
立
、
待
機
児
童
の
解
消

等
の
子
育
て
支
援
、
駅
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
、
さ
ら
な
る
高
齢
化
へ

の
対
応
、
新
庁
舎
お
よ
び
（
仮

称
）
新
福
祉
会
館
の
整
備
等
、
多

額
の
財
源
を
要
す
る
重
要
課
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
。

〈
財
政
健
全
化
に
向
け
た
市

の
取
り
組
み
〉

　

市
で
は
、
財
政
健
全
化
に
向
け

て
、
平
成
９
年
度
に
行
財
政
改
革

大
綱
を
策
定
し
て
以
来
、
現
在
ま

で　

年
間
に
わ
た
り
行
財
政
改
革

２０
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の

財
政
効
果
は
、
目
標
の　

億
円
に

３９

対
し
て
、
倍
近
い　

億
円
と
な
っ

６９

て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
取
り
組
み
と
し

２８

て
は
、
早
期
電
話
催
告
や
不
動
産

公
売
の
実
施
に
よ
る
市
税
収
納
率

の
維
持
を
図
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
収
納
率
は　

・
６
％
と
高
い

９８

水
準
を
維
持
で
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
低
未
利
用
地
の
売
却
、
市
民

課
番
号
案
内
表
示
機
の
導
入
、
就

学
援
助
の
見
直
し
等
に
取
り
組

み
、
こ
れ
ら
に
よ
る
財
政
効
果

は
、
約
１
・
５
億
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
の
取
り
組
み
と
し

て
、
保
育
料
、
市
民
農
園
使
用
料
、

学
校
施
設
管
理
業
務
お
よ
び
草
木

枝
葉
収
集
業
務
の
見
直
し
、
街
路

灯
一
斉
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し

て
財
政
状
況
は
厳
し
く
、
財
源
不

足
は
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
行
財
政
改
革
市
民

会
議
か
ら
の
答
申
を
踏
ま
え
て
、

選
ば
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
「
未

来
を
ひ
ら
く
小
金
井
市
改
革
」
に

取
り
組
む
た
め
に
、
平
成　

年
４

２９

月
に
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
２
０
２

０
（
計
画
期
間
＝
平
成　

年
度
〜

２９

　
（
２
０
２
０
）年
度
）
を
策
定
し

３２ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
９
月
に

は
、
そ
の
行
動
計
画
を
具
体
化
し

た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
２
０

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

〈
今
後
の
市
の
取
り
組
み
〉

　

人
口
と
税
収
が
横
ば
い
か
ら
減

少
に
向
か
う
と
見
込
ま
れ
る
中

で
、
ま
ち
が
持
続
的
に
発
展
し
て

い
く
た
め
に
は
、
第
４
次
基
本
構

想
・
後
期
基
本
計
画
お
よ
び
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
に
基
づ
い
て
施
策
を
進
め
、
定

住
人
口
を
確
保
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
危
機

的
な
財
源
不
足
を
克
服
し
て
将
来

に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
財
政
運

営
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
市
役

所
を
「
市
民
の
役
に
立
つ
所
」「
市

内
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
と

し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
実

現
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
行
財
政
改
革
プ

ラ
ン
２
０
２
０
お
よ
び
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
２
０
２
０
に
基
づ
い

て
、
選
ば
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
す

「
未
来
を
ひ
ら
く
小
金
井
市
改

革
」
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

平
成　

年
度
は
、
公
民
連
携
ア
ウ

２９

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
基
本
方
針
の
策

定
、
補
助
金
交
付
基
準
や
受
益
者

負
担
基
準
の
見
直
し
等
を
行
い
、

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
の
「
見

え
る
化
」
を
進
め
、
人
件
費
の
適

正
化
や
コ
ス
ト
管
理
を
進
め
て
い

ま
す
。
「
全
職
員
に
よ
る
本
気
の

改
革
」
に
よ
り
、
財
政
健
全
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

 !
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企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
０
０
）

０４２

３８７

問

ご
み
と
ま
ち
の
美

ご
み
と
ま
ち
の
美
化化

２
〈
新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
の

整
備
・
運
営
事
業
〉

　

新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
の
整
備

お
よ
び
運
営
等
を
目
的
に
設
立
さ

れ
た
浅
川
清
流
環
境
組
合
（
構
成

市
＝
日
野
市
、
国
分
寺
市
、
小
金

井
市
）
で
は
、
平
成　

（
２
０
２

３２

０
）
年
度
の
新
施
設
本
格
稼
動
に

向
け
て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
の
可
燃
ご
み
は
、
新
施
設
の
稼

働
以
降
、
日
野
市
内
で
処
理
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
今
後
も
構
成
市

と
し
て
与
え
ら
れ
た
責
任
を
誠
実

に
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
施
設
周

辺
に
お
住
ま
い
の
皆
様
を
は
じ
め

と
し
た
日
野
市
民
の
皆
様
お
よ
び

関
係
者
の
皆
様
へ
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今
後
と

も
、
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
の
推

進
へ
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

〈
可
燃
ご
み
の
処
理
状
況
〉

　

市
の
可
燃
ご
み
処
理
は
、
平
成

　

年
度
か
ら
広
域
支
援
に
よ
り
、

１９多
摩
地
域
の
各
団
体
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
可
燃
ご
み
の
処

２９

理
に
つ
い
て
は
、
多
摩
川
衛
生
組

合
（
構
成
市
＝
稲
城
市
、
狛
江

市
、
府
中
市
、
国
立
市
）
、
国
分

寺
市
、
ふ
じ
み
衛
生
組
合
（
構
成

市
＝
三
鷹
市
、
調
布
市
）
、
柳
泉

園
組
合
（
構
成
市
＝
東
久
留
米

市
、
清
瀬
市
、
西
東
京
市
）
に
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
市
内
で
発
生

す
る
可
燃
ご
み
の
全
量
を
滞
り
な

く
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
見
込

み
で
す
。
各
団
体
の
施
設
周
辺
に

お
住
ま
い
の
皆
様
な
ら
び
に
関
係

者
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
焼
却
処
理
に
よ
り
発
生

す
る
焼
却
灰
は
、
市
も
加
入
し
て

い
る
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組

合
が
管
理
・
運
営
す
る
、
東
京
た

ま
エ
コ
セ
メ
ン
ト
化
施
設
に
搬
入

さ
れ
、
エ
コ
セ
メ
ン
ト
と
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
元
で
あ
る
日
の
出
町
の
皆
様

の
、
日
ご
ろ
か
ら
の
ご
理
解
・
ご

協
力
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

市
で
は
、
可
燃
ご
み
の
円
滑
な

処
理
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
新
施
設
が
稼
働
す

る
ま
で
の
間
は
、
そ
の
処
理
を
多

摩
地
域
の
各
団
体
に
お
願
い
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆

さ
ん
に
は
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
い
る
各
施
設
周
辺
に
お
住
ま
い

の
皆
様
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
様

へ
の
ご
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

引
き
続
き
、
ご
み
減
量
・
資
源
化

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

〈
ご
み
減
量
・
資
源
化
施
策
〉

ご
み
減
量
の
基
本
は
発
生
抑
制

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）
か
ら

　

ご
み
の
減
量
で
、
最
も
大
切
な

こ
と
は
ご
み
に
な
る
も
の
を
元
か

ら
減
ら
す
発
生
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー

ス
）
で
す
。
「
生
ご
み
は
水
切
り

袋
等
を
使
用
し
て
水
を
切
る
」「
マ

イ
バ
ッ
グ
や
水
筒
、
マ
イ
は
し
を

持
ち
歩
く
」「
買
い
す
ぎ
な
い
」「
食

べ
残
さ
な
い
」
「
無
駄
な
包
装
は

し
な
い
」
「
使
い
捨
て
の
も
の
は

使
わ
な
い
」
「
必
要
の
な
い
も
の

は
も
ら
わ
な
い
」
等
日
々
で
き
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま

ず
は
、
発
生
抑
制
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
を
優
先
し
て
考
え
、
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
ご
み
減
量
の

基
本
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
発
生
抑
制
に
取
り
組
ん

だ
あ
と
に
大
切
な
こ
と
は
、
使
え

る
も
の
は
何
度
で
も
再
使
用
す
る

（
リ
ユ
ー
ス
）、分
別
を
徹
底
し
資

源
に
な
る
も
の
を
捨
て
ず
に
再
生

利
用
す
る
（
リ
サ
イ
ク
ル
）で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
日
々
ご
み
の

減
量
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
み

重
ね
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
ご
み

の
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

啓
発
施
策
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ

ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

ご
み
の
減
量
を
よ
り
一
層
推
進

す
る
た
め
の
啓
発
施
策
と
し
て
、

市
内
の
駅
頭
や
市
民
ま
つ
り
会
場

等
で
、
水
切
り
袋
等
の
啓
発
グ
ッ

ズ
を
配
布
す
る
ご
み
減
量
啓
発
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、
啓
発
施
策
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
広
く
周
知
し
、
継

続
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
ち
ら

し
の
全
戸
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
減
量
に
対
す
る

理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
く
た
め

の
啓
発
施
策
と
し
て
、
ご
み
減
量

啓
発
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
Ｄ
Ｖ
Ｄ
お

よ
び
冊
子
を
活
用
し
、
市
内
小
・

中
学
校
、
子
ど
も
会
、
自
治
会
、

各
イ
ベ
ン
ト
等
で
出
張
講
座
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
出
張
講
座
の
募

集
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を
随
時

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

ご
み
分
別
ア
プ
リ
を
配
信（
リ
デ

ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク

ル
）

　

ご
み
の
収
集
日
や
分
別
方
法
等

を
確
認
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

向
け
ご
み
分
別
ア
プ
リ
を
配
信
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ア
プ
リ
は
、
ご
み
の
収
集

日
や
ご
み
の
分
別
、
ご
み
の
出
し

方
等
、
ご
み
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
提
供
す
る
、
と
て
も
便

利
な
ア
プ
リ
な
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

▽
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法

 　

端
末
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

を
使
用
し
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
用
の

ペ
ー
ジ
か
ら
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。
無
料
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。iO

S

版

（iP
h
o
n
e

やiP
ad

等
）
とA

n
d
r

o
id

版
（
携
帯
電
話
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
等
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
方
法
が
異
な
り
ま
す
。
※
通

信
料
は
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま

す

iOS版 Android版

６
面
へ
続
く
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リ
ユ
ー
ス
食
器
の
貸
し
出
し
（
リ

デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
）

　

燃
や
す
ご
み
や
不
燃
系
ご
み
の

発
生
抑
制
を
図
る
た
め
、
リ
ユ
ー

ス
食
器
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。
自
治
会
等
に
よ
る
各
種
イ

ベ
ン
ト
や
祭
り
の
際
に
使
用
す
る

使
い
捨
て
容
器
や
割
り
ば
し
等
ご

み
の
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
減
量
化
処
理
機
器
購
入
費

補
助
金
制
度
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ

サ
イ
ク
ル
）

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み

を
自
家
処
理
す
る
た
め
の
生
ご
み

減
量
化
処
理
機
器
を
購
入
す
る
市

内
在
住
者
に
対
し
、
購
入
費
用
の

　

％
（
上
限
あ
り
）
に
つ
い
て
補

８０助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
乾
燥
型
電
動
生
ご
み
処

理
機
を
使
用
し
て
い
る
方
を
対
象

に
、
生
ご
み
乾
燥
物
の
戸
別
・
拠

点
回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

生
ご
み 
堆 
肥
化
施
策
（
リ
デ
ュ
ー

た
い

ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

市
内
の
市
立
小
・
中
学
校
、
市

立
保
育
園
お
よ
び
一
部
の
集
合
住

宅
の　

か
所
に
乾
燥
型
電
動
生
ご

２２

み
処
理
機
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

投
入
さ
れ
た
生
ご
み
は
、
乾
燥
型

電
動
生
ご
み
処
理
機
で
乾
燥
処
理

し
た
後
、
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
堆
肥

を
製
造
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
配
布

は
、
毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
〜
２

時
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

に
、
中
町
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
横

（
中
町
３
儿　

儿　

）
で
行
っ
て

１９

１６

い
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
方
は
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

５
面
か
ら
続
く

　

ま
た
、
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
教

室
、
循
環
型
社
会
体
験
（
エ
コ
ベ

ジ
タ
ブ
ル
）
教
室
等
の
各
種
講
習

会
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

く
つ
・
か
ば
ん
類
の
拠
点
回
収

（
リ
ユ
ー
ス
）

　

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
く
つ
・

か
ば
ん
類
の
拠
点
回
収
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
回
収
し
た
も
の
は
国

内
外
で
再
使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）
さ

れ
て
い
ま
す
。
毎
月
第
２
火
曜
日

午
後
２
時
〜
３
時　

分
に
、
リ
サ

３０

イ
ク
ル
事
業
所
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

食
品
の
拠
点
回
収
＝
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
事
業
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

　

家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
拠

点
回
収
に
よ
り
集
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
を
通
じ
て
児
童
養
護
施
設
等
の

福
祉
施
設
に
届
け
る
と
と
も
に
、

食
品
ロ
ス
を
削
減
す
る
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
毎
月
第
２
火
曜
日

午
後
２
時
〜
３
時　

分
に
、
リ
サ

３０

イ
ク
ル
事
業
所
前
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

清
掃
関
連
施
設
再
配
置
事
業
（
リ

サ
イ
ク
ル
）

　

不
燃
・
粗
大
ご
み
、
資
源
物
の

処
理
に
つ
い
て
、
施
設
の
老
朽
化

等
を
考
慮
し
、
循
環
型
社
会
の
形

成
に
資
す
る
施
設
の
再
配
置
を
進

め
、
適
正
処
理
の
維
持
を
図
り
ま

す
。

　

中
間
処
理
場
（
貫
井
北
町
）
お

よ
び
二
枚
橋
焼
却
場
跡
地
（
東

町
）
に
お
け
る
不
燃
ご
み
等
の
適

正
な
処
理
品
目
、
施
設
規
模
等
の

施
設
整
備
の
方
針
と
な
る
清
掃
関

連
施
設
整
備
基
本
計
画
に
つ
い

て
、
清
掃
関
連
施
設
整
備
基
本
計

画
検
討
会
議
等
で
の
意
見
を
踏
ま

え
、
平
成　

年　

月
に
は
同
基
本

２９

１２

計
画
（
案
）
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
、
平
成　

年
度
中

２９

の
計
画
策
定
に
努
め
て
い
ま
す
。

難
再
生
古
紙
の
拠
点
回
収
（
リ
サ

イ
ク
ル
）

　

リ
サ
イ
ク
ル
が
困
難
な
た
め
、

燃
や
す
ご
み
と
し
て
収
集
し
、
焼

却
処
理
を
し
て
い
た
紙
コ
ッ
プ
や

紙
皿
等
防
水
加
工
さ
れ
た
紙
や
、

感
熱
紙
等
の
「
難
再
生
古
紙
」
の

拠
点
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
市
内　

か
１２

所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
回
収
し

た
「
難
再
生
古
紙
」
は
資
源
化
さ

れ
、
燃
や
す
ご
み
の
減
量
や
資
源

の
有
効
利
用
に
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ざ
つ
が
み
の
分
別
施
策
（
リ
サ
イ

ク
ル
）

　

新
聞
や
雑
誌
の
ほ
か
に
、
燃
や

す
ご
み
の
中
に
は
、
メ
モ
用
紙
や

は
が
き
等
、
資
源
に
な
る
ざ
つ
が

み
が
多
く
混
入
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
に
、
「
ざ
つ
が
み
は

混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資

源
」
に
な
る
こ
と
を
広
く
周
知
す

る
た
め
、
市
で
は
、
ざ
つ
が
み
リ

サ
イ
ク
ル
袋
を
作
成
し
て
無
料
配

布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ざ
つ
が

み
の
分
別
方
法
や
ざ
つ
が
み
リ
サ

イ
ク
ル
袋
の
作
り
方
に
つ
い
て
、

ち
ら
し
の
全
戸
配
布
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご

家
庭
で
の
ざ
つ
が
み
分
別
の
徹
底

を
お
願
い
し
ま
す
。

枝
木
・
雑
草
類
・
落
ち
葉
の
分
別

施
策
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

燃
や
す
ご
み
の
減
量
お
よ
び
資

源
化
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
家

庭
で 
剪 
定
し
た
枝
木
・
雑
草
類
・

せ
ん

落
ち
葉
を
無
料
で
戸
別
回
収
し
、

市
外
の
施
設
で
チ
ッ
プ
お
よ
び
堆

肥
化
な
ど
の
資
源
化
を
し
て
い
ま

す
。

使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
再
生

利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基

づ
き
、
不
燃
系
の
ご
み
の
減
量
や

レ
ア
メ
タ
ル
の
回
収
等
適
正
な
処

理
お
よ
び
資
源
の
有
効
利
用
を
図

る
た
め
、
収
集
さ
れ
た
不
燃
系
ご

み
に
含
ま
れ
る
使
用
済
小
型
電
子

機
器
等
を
中
間
処
理
場
で
選
別
・

回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

資
源
物
の
持
ち
去
り
行
為
を
禁
止

　

古
紙
な
ど
の
資
源
物
を
、
排
出

し
た
人
の
意
図
し
な
い
者
が
持
ち

去
る
行
為
を
、
条
例
で
禁
止
し
て

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い

た
通
報
情
報
を
基
に
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
、
持
ち
去
り
行
為
が
発

生
し
に
く
い
街
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
ま
い
り
ま
す
。

〈
燃
や
す
ご
み
の
減
量
〉

　

平
成　

年
度
の
燃
や
す
ご
み
の

２８

処
理
量
は
１
万
２
千　

㌧
と
な

５１５

り
、
こ
れ
を
平
成　

年
度
の
１
万

２７

２
千　

㌧
と
比
較
す
る
と
、　

７００

１８５

㌧
、
約
１
・
５
％
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
燃
や
す
ご
み
の
処
理

を
多
摩
地
域
の
各
団
体
に
お
願
い

し
て
お
り
、
施
設
周
辺
に
お
住
ま

い
の
皆
様
お
よ
び
関
係
者
の
皆
様

へ
の
ご
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

さ
ら
に
燃
や
す
ご
み
の
減
量
に
努

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
日
ご
ろ
よ

り
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
の
推
進

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
ご
み
の
減
量

に
向
け
た
施
策
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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〈
新
庁
舎
〉

　

市
の
庁
舎
問
題
は
、
人
口
増
加

と
と
も
に
、
増
加
お
よ
び
多
様
化

す
る
市
民
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
需
要

に
対
応
す
る
た
め
行
政
機
能
な
ど

が
拡
大
す
る
中
で
、
庁
舎
施
設
が

狭
あ
い
化
・
分
散
拡
大
し
た
こ
と

に
端
を
発
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
る
た

め
新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
検
討

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
「
新

庁
舎
建
設
用
地
と
し
て
蛇
の
目
ミ

シ
ン
工
場
跡
地
の
購
入
」
、
「
新

庁
舎
建
設
ま
で
の
暫
定
措
置
と
し

て
第
二
庁
舎
の
賃
貸
借
」
、
「
武

蔵
小
金
井
駅
南
口
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
に
係
る
市
の
方
針
に
よ

る
駅
周
辺
整
備
と
新
庁
舎
建
設
の

一
体
的
整
備
」
と
、
市
の
新
庁
舎

建
設
の
方
針
は 
紆  
余 
曲
折
を
経

う 

よ

て
、
平
成　

年
３
月
、
新
庁
舎
建

２３

設
基
本
構
想
の
策
定
に
よ
り
新
庁

舎
建
設
を
取
り
巻
く
課
題
の
解
決

に
向
け
た
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
新
庁
舎
建
設
基
本
構

想
、
基
本
計
画
の
策
定
に
当
た

り
、
市
民
検
討
委
員
会
の
方
々
を

は
じ
め
、
１
万
人
ア
ン
ケ
ー
ト
、

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
多
大
な
る

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平

成　

年
３
月
に
策
定
し
た
新
庁
舎

２５
建
設
基
本
計
画
で
は
、
新
庁
舎
に

導
入
す
る
機
能
や
整
備
方
針
、
敷

地
条
件
等
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
市
民
の
皆
さ

２９

ん
が
使
い
や
す
い
市
民
窓
口
や
相

談
機
能
、
効
率
的
な
業
務
を
行
う

た
め
の
執
務
環
境
調
査
と
庁
舎
建

設
予
定
地
を
最
大
限
に
活
用
す
る

た
め
の
施
設
配
置
案
を
検
討
す
る

建
設
計
画
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
新
庁
舎
の
基
本
理
念
で
あ
る

自
治
の
要
と
な
る
「
市
民
の
た
め

の
庁
舎
」
、
人
や
地
域
に
「
安
全

で
や
さ
し
い
庁
舎
」
、
素
顔
が
見

え
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
庁
舎
」
の

実
現
を
め
ざ
し
、
着
実
に
そ
の
歩

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

〈
施
設
整
備
〉

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
公
共
施

設
等
の
老
朽
化
対
策
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
く
中
で
、
今
後
、
人
口

減
少
等
に
よ
り
公
共
施
設
等
の
利

用
需
要
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
早

急
に
公
共
施
設
等
の
全
体
の
状
況

を
把
握
し
、
長
期
的
な
視
点
を
持

っ
て
、
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命

化
な
ど
を
計
画
的
に
行
う
こ
と
に

よ
り
、
財
政
負
担
を
軽
減
・
平
準

化
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
等

の
最
適
な
配
置
を
実
現
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
高
度
経
済
成
長
期
の

急
激
な
人
口
増
加
を
背
景
と
し

て
、
小
・
中
学
校
や
公
共
下
水
道

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
公
共
施

設
等
を
比
較
的
短
期
間
の
う
ち
に

整
備
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
で

は
、
約
６
割
以
上
の
建
築
系
公
共

施
設
が
建
築
後　

年
以
上
を
経
過

３０

し
て
い
る
ほ
か
、
道
路
や
公
共
下

水
道
等
も
老
朽
化
が
顕
在
化
し
て

お
り
、
大
規
模
修
繕
や
建
て
替
え

等
の
検
討
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要

な
課
題
と
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
市
で
は
、
平
成　

年
２３

度
に
「
施
設
白
書
」
を
作
成
し
、

平
成　

年
度
に
は
「
公
共
施
設
マ

２５

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
構
築
に
向
け
て
」

の
中
で
市
の
方
向
性
を
示
す
な

ど
、
一
定
の
取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
平
成　

年
度
に
は
国

２８

か
ら
の
策
定
要
請
を
踏
ま
え
、
長

期
的
な
視
点
を
持
っ
て
、
公
共
施

設
の
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化

な
ど
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
を
示

す
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
が
保
有
し
て
い
る
す

べ
て
の
公
共
施
設
等
を
更
新
し
続

け
る
た
め
に
は
、
今
後　

年
間
で

３５

約
千　

億
円（
年
平
均　

億
円
）と

５００

４３

試
算
し
て
い
ま
す
が
、
直
近
５
年

間
の
公
共
施
設
等
の
工
事
請
負
費

の
実
績
は
年
平
均
で
約　

億
円
程

１５

度
で
あ
り
、約
２
・
９
倍
の
差
が
生

じ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
将
来
に
わ
た

っ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
著
し

い
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
に
配
慮

し
つ
つ
、
財
源
不
足
へ
の
対
応
を

図
る
た
め
、
将
来
の
人
口
動
向
に

合
わ
せ
た
総
量
抑
制
に
努
め
る
と

と
も
に
、
将
来
更
新
費
用
お
よ
び

維
持
管
理
費
の
縮
減
に
努
め
る
こ

と
を
基
本
目
標
と
し
ま
し
た
。

　

公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策

は
、
と
て
も
息
の
長
い
取
り
組
み

で
あ
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
計
画
的
な
施
設
更
新
、

安
全
・
安
心
の
確
保
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
な
ど
の
実
現
に
向
け

た
今
後
の
市
の
取
り
組
み
に
ご
注

目
く
だ
さ
い
。
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市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1

凡　例   日時 　  場所 　  内容 　  講師 　  対象 　  定員 　  費用 　  持ち物 　  申し込み 　  問い合わせ 　  その他 　  ホームページ 　  Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

30・3・17
　多くの皆さんが利用できるよう、次のルールを厳守してくだ
さい。
▷掲示期間は、２週間以内とします。掲示期限および連絡先を
必ず記載し、終了後は責任を持って取り外してください（掲示
期限がない場合は取り外すことがあります）
▷掲示物は、はがれたり、画びょうが道路に落ちたりすること
のないようにしっかり掲示してください
▷掲示物の大きさは、Ｂ４判以下とします
▷同じ内容のものを、２枚以上掲示することはできません
▷営利・政治・宗教活動には使用できません
▷個人または団体を 誹  謗 中傷する内容が記載されているものを

ひ ぼう

掲示することはできません
▷近くに、広報掲示板（市からのお知らせ）を設置していると
ころもあります。必ず、市民掲示板と書かれているものをご利
用ください
▷同一内容の繰り返しの掲示はご遠慮ください

注　意　事　項

みんなでルールを守ってご利用ください
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市 民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民 掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲 示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示市民掲示 板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板市民掲示市民掲示板板

①①

②

⑤

⑥

⑦

49

⑨

⑪

㉗

50

53

55

5657

58

60

61

63

6562

66

67 68

69

70

71

72

73

75
76

77

78

80

81

82 83 86

87

88

90

91

92

93

94

95

9696

97

98

99
89

59

㉚

㉛

32

33
3434

36

38
39

40

41

44

45

46

48

㉙

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

㉑

㉒

㉓

㉔

㉕

㉖㉖

④

⑧

　市民掲示板は、お知らせ、連絡事項、捜し物
など、市民の皆さんの交流と、日常生活に役立
つ情報の提供などに利用していただくため、設
置しています。
　設置数は、平成３０年３月１日現在９９基で、市
民の皆さん、町会、自治会などに地域コミュニ
ケーションの場としてご利用いただいていま
す。
　市民の皆さんに、より活用していただくた
め、市民掲示板の設置場所をお知らせします。

右記の注意事項を確認のうえ、ご利用くださ
い。
　また、市ホームページの「ＣｏＣｏマップこ
がねい」でも設置場所をご確認いただけますの
で、ぜひ、ご利用ください。
　なお、掲示板の設置場所では、地域の皆さん
に多大なご協力をいただいていることを、厚く
御礼申し上げます。
■設置場所下表、下図のとおり
 広報秘書課広聴係（☎０４２－３８７－９８１８）問

 市民掲示板一覧表 ※掲示板番号には一部欠番があります
目　標設置位置番号

上の原公園内本町５－６１
西武多摩川線新小金井駅東側東町４－４２
本町住宅交差点貫井北町２－１０４
市役所本庁舎南本町６－６５
浴恩館公園前緑町３－１５６
貫井南センター内貫井南町４－３７
武蔵小金井南第１自転車駐車場東本町６－９８
本町住宅バス停前貫井北町３－１９
児童遊園内緑町２－１１１
図書館本館内本町１－１１２
さわらび学童保育所前貫井南町３－６１３
わかたけ保育園前前原町３－１１１４
米穀店南梶野町２－１６１５
第２子供広場内東町２－１９１６
第三小学校南門東梶野町５－７１７
公民館本館北本町３－１１８
メグスリノキ公園西前原町４－１２１９
緑町五丁目バス停南東緑町５－９２０
第４子供広場内桜町１－８２１
児童遊園内関野町１－５２２
米穀店南桜町２－１２３
天神橋南前原町２－１０２４
前原交番西バス停東前原町５－８２５
都営アパート内緑町３－１１２６
法政大学工学部北梶野町３－７２７
都営アパート給水塔北東町２－８２９
前原町西之台会館南前原町３－８３０
前原町西之台会館前前原町３－８３１
桜町上水会館北桜町２－８３２
婦人会館内梶野町５－１０３３
上之原会館前本町５－６３４
児童遊園前貫井北町５－２１３６
中町２丁目第２児童遊園西中町２－１４３８

目　標設置位置番号
第二中学校北東角中町１－８３９
東小学校東門東東町３－７４０
東センター内東町１－３９４１
グリーンタウン北緑町３－１１４４
亀久保緑地内緑町２－５４５
東児童館内東町４－２５４６
東京自治会館前前原町５－１４８
都営アパート内貫井南町４－２１４９
クルミ公園内梶野町４－１９５０
信用金庫東本町２－４５３
第３児童遊園南東町５－２３５５
幼稚園正門西中町２－１５５６
ハナダイコン緑地南貫井南町２－９５７
市役所本庁舎北西本町６－６５８
三楽集会所内貫井南町３－６５９
総合体育館内関野町１－１３６０
ＪＲ車庫前バス停南貫井北町５－２０６１
貫井北センター東貫井北町１－１１６２
第一中学校南桜町２－３６３
駐車場北本町５－１５６５
あおぎり公園西東町５－１９６６
東京農工大学西中町３－１５６７
社会医学技術学院南中町２－２２６８
東町五丁目バス停北東町４－９６９
西武多摩川線踏切南東町２－２７７０
中之久保集会所内貫井北町１－１８７１
緑センター内緑町３－３７２
なつみかん公園東貫井南町５－１５７３
東京学芸大学西南角貫井北町４－２７５
経済産業省官舎南貫井北町５－２２７６
貫井北町第２自転車保管所東貫井北町３－２３７７
新小金井橋北関野町２－５７８
長昌寺北西梶野町４－１０８０

目　標設置位置番号
くぬぎ公園西梶野町１－１０８１
南中学校北貫井南町１－２７８２
丸山台集会所北前原町４－１８８３
南小学校南前原町２－２８６
西武多摩川線新小金井駅西東町４－２４８７
シャラノキ公園入口脇東町１－２２８８
新小金井交番南東町１－３７８９
梶野橋南梶野町３－８９０
大嶽神社北緑町１－６９１
障害者福祉センター内緑町４－１７９２
やまもも公園北緑町５－３９３
東京農工大学南中町２－２４９４
小金井神社南中町４－７９５
ムサコ一番街西本町５－１０９６
本町小学校北東本町５－２９９７
新小金井橋南桜町１－１０９８
ネムノキ公園南貫井南町１－１６９９
貫井神社駐車場北貫井南町４－２７１００
中前橋南西前原町２－２０１０１
大城橋北西前原町３－１０１０２
保健センター内貫井北町５－１８１０３
市役所第二庁舎内前原町３－４１１０４
イチョウ公園内前原町４－５１０５
早稲田実業学校北西角貫井北町５－１０１０６
前原やなぎ公園西前原町１－１２１０７
プール前バス停北貫井北町２－１９１０８
遊歩道内本町５－１９１０９
遊歩道内前原町２－１４１１０
ぐみの木公園内前原町４－４１１１
アンズ緑地北前原町５－１３１１２
桜町こぶし公園南桜町３－５１１３
武蔵小金井駅南口本町６－１４１１４
遊歩道内本町４－１１１５
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掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

ひ
ろ
ひ
ろ
ばば

福
祉
福
祉
のの

 　

若
者
を
狙
う
悪
質
商
法
で
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
を
悪
用
し
た
手
口
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
市
で
は
東
京
都
と

連
携
し
て
、
若
者
へ
の
注
意
喚
起

や
相
談
の
呼
び
か
け
を
実
施
し
ま

す
。
誰
も
が
悪
質
商
法
の
被
害
に

遭
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

困
っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
若
者
の
ト
ラ
ブ
ル　
番
１１０

　

の
実
施
】

 

３
月　

日
（
月
）、　

日
（
火
）

１２

１３

午
前
９
時　

分
～
午
後
４
時
（
正

３０

午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の　
２９

歳
以
下
の
方

 

直
接
、
相
談
窓
口
へ

■
相
談
窓
口
消
費
生
活
相
談
室

（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎ 

＝

　

儿　

儿
４
９
９
９
）

０４２

３８４

 

経
済
課
消
費
生
活
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
３
１
）

３８７
 　

一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要

で
す
。

 

３
月
５
日
（
月
）、
６
日
（
火
）

午
前
９
時　

分
～
午
後
４
時
（
正

３０

午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

■
相
談
窓
口
消
費
生
活
相
談
室

（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎ 

＝

　

儿　

儿
４
９
９
９
）

０４２

３８４

 

経
済
課
消
費
生
活
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
３
１
）

３８７
 　

就
職
に
関
す
る
相
談
は
も
ち
ろ

３
月
は
若
者
向
け
悪
質
商
法

被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

時対申

FAX

問多
重
債
務　

番
１１０

時対

FAX

問ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
お
仕

事
探
し
の
相
談
会
儿
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
が
小
金
井
市
に
や
っ

て
く
る

ん
の
こ
と
、
希
望
す
る
求
人
に
そ

の
場
で
応
募
も
可
能
で
す
。

 

３
月
９
日
（
金
）
午
後
１
時
～

４
時

 

市
民
会
館
・
萌
え
木
ホ
ー
ル

 

当
日
直
接
会
場
へ

 

経
済
課
産
業
振
興
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
３
１
）
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

３８７ク
立
川
（
☎　

儿　

儿
８
６
０

０４２

５２５

７
）

 　

市
で
は
、
商
工
業
者
（
法
人
・

個
人
）
が
必
要
と
す
る
事
業
資
金

を
有
利
な
条
件
で
利
用
で
き
る
よ

う
、
市
と
契
約
し
た
金
融
機
関
へ

融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

申
し
込
み
は
、
随
時
、
受
け
付

け
て
い
ま
す
が
、
年
度
末
は
信
用

保
証
機
関
へ
の
保
証
申
込
が
集
中

す
る
た
め
、
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

 

経
済
課
産
業
振
興
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
３
１
）

３８７
 　

市
で
は
、
現
地
調
査
の
う
え
、

生
産
緑
地
地
区
の
指
定
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
６
月
に
施
行

２９

さ
れ
た
改
正
生
産
緑
地
法
に
よ

り
、
生
産
緑
地
地
区
の
下
限
面
積

を
条
例
で　

平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で

３００

引
き
下
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
一
所
有
者
の
農
地
等

が
一
体
と
し
て
緑
地
機
能
を
果
た

す
場
合
は
、
個
々
の
下
限
面
積
を

お
お
む
ね　

平
方
メ
ー
ト
ル
と
す

１００

る
こ
と
や
農
地
法
に
よ
る
転
用
届

出
が
さ
れ
た
場
合
で
も
指
定
対
象

に
で
き
る
よ
う
緩
和
し
ま
し
た
。

時所申問小
口
事
業
資
金
融
資
あ
っ
せ

ん
制
度　

年
度
末
の
申
し
込

み
は
お
早
め
に

問生
産
緑
地
指
定
申
請
の
事
前

相
談
受
け
付
け

　

指
定
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前

に
連
絡
の
う
え
、
環
境
政
策
課

（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
）
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
相
談
期
間
３
月
５
日
（
月
）
～

　

日
（
金
）

１６
 

環
境
政
策
課
緑
と
公
園
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
６
０
）

０４２

３８７

  

毎
週
水
曜
日
（
１
日
２
件
ま

で
）

 

上
之
原
会
館

 

セ
シ
ウ
ム　

と
セ
シ
ウ
ム　

の

１３４

１３７

合
計
数
値
（
ベ
ク
レ
ル
）

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

（
営
利
目
的
は
除
く
）

■
測
定
者
市
放
射
能
測
定
器
運
営

連
絡
協
議
会

■
測
定
結
果
協
議
会
か
ら
申
込
者

に
直
接
通
知
し
ま
す

 

電
話
で
経
済
課
へ
予
約
し
、
後

日
、
指
定
日
の
午
前
９
時
に
食
品

約　

㏄
（
細
か
く
砕
い
た
状
態
）

２００
を
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い

 

経
済
課
消
費
生
活
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
３
１
）

３８７
  

【
①
あ
ぷ
り
こ
っ
と
】

　

自
分
の
子
育
て
や
気
持
ち
を
振

り
返
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
す
。

 

４
月　

日
、
５
月
９
日
、
６
月

１１

　

日
、
７
月　

日
、
９
月　

日
、

１３

１１

１２

い
ず
れ
も
水
曜
日
午
前　

時
～　

１０

１１

時　

分
（
全
５
回
） 

未
就
園
児

３０
と
保
護
者 

８
組
（
多
数
抽
選
）

 

保
育
あ
り

【
②
１
歳
児
の
お
母
さ
ん
の

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
】

問食
品
の
放
射
能
を
測
定

時所内対申問予
防
接
種
等
保
健
衛
生
事
業
は
健
康
ガ
イ
ド
へ ・

どど
もも

子子

育育
てて

子子
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

時

対

定

他

　
「
い
や
だ
い
や
だ
の
お
と
し
ご

ろ
」
を
テ
ー
マ
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

形
式
で
子
ど
も
へ
の
か
か
わ
り
方

を
考
え
ま
す
。

 

▽
４
月　

日
、
５
月　

日
、
６

１３

１１

月
８
日
、
７
月　

日
、
９
月　

日

１３

１４

▽
４
月　

日
、
５
月　

日
、
６
月

２０

１８

　

日
、
７
月　

日
、
９
月　

日
い

１５

２０

２１

ず
れ
も
金
曜
日
午
前　

時
～　

時

１０

１１

　

分
（
全
５
回
） 

平
成　

年
５

１５

２８

月
～　

年
１
月
生
ま
れ
の
お
子
さ

２９

ん
と
保
護
者 

各
８
組
（
多
数
抽

選
） 

保
育
あ
り

【
③
カ
ル
ガ
モ
教
室
】

　

親
子
の
触
れ
合
い
遊
び
や
親
同

士
の
交
流
を
通
じ
、
子
ど
も
へ
の

か
か
わ
り
方
を
学
び
ま
す
。

 

４
月　

日
、
５
月　

日
、
６
月

２５

２３

　

日
い
ず
れ
も
水
曜
日
午
前　

時

２７

１０

～　

時　

分
（
全
３
回
） 

平
成

１１

３０

　

年
２
月
～
６
月
生
ま
れ
の
乳
幼

２９児
と
保
護
者 
　

組（
多
数
抽
選
）

１４

【
④
講
座
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

募
集
】

　

保
育
付
き
講
座
で
、
保
育
（
１

～
２
歳
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
い
た
だ
け
る
、
子
ど
も
が
好
き

な
方
を
募
集
し
ま
す
。

 

４
月
～
平
成　

年
２
月
午
前　

３１

１０

時
～　

時　

分
（
月
１
～
２
回
程

１１

３０

度
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
期
間
は
相
談

可
。
事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
あ
り
）

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

３
月　

日
ま
で
（
④
は
随
時
）に
、

１４

電
話
ま
た
は
直
接
、
同
セ
ン
タ
ー

（
☎　

儿　

儿
３
１
４
１
＝
月

０４２

３２１

曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

  

３
月　

日
（
祝
）
午
前　

時
～

２１

１０

正
午 

環
境
楽
習
館 

酒
井
玲
奈

さ
ん（
保
育
力
研
究
所
共
同
代
表
）

 

小
学
校
１
～
３
年
生
の
児
童
と

時

対

定

他

時

対

定

時所

申

若
者
向
け
環
境
講
座

儿
野
菜
の
美
味
し
さ
発
見
隊

時

所

講

対

保
護
者 

８
組
（
申
込
順
） 

３

月
１
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直

接
、
環
境
政
策
課
環
境
係
（
市
役

所
第
二
庁
舎
４
階
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

８
１
７
）
へ

  

３
月　

日
（
日
）
午
前　

時
～

２５

１１

　

時　

分 

公
民
館
東
分
館 

３

１１

３０

歳
以
上
の
未
就
学
児
と
保
護
者

（
幼
児
の
み
も
可
） 

当
日
直
接

会
場
へ 

図
書
館
東
分
室
（
☎　
０４２

儿　

儿
４
５
５
０
）

３８３

  

４
月
７
日
～
平
成　

年
３
月　

３１

３０

日
の
土
曜
日
午
前　

時
～
正
午

１０

（
全　

回
） 

公
民
館
東
分
館 

５０

小
金
井
う
ろ
の
会 

市
内
在
住
・

在
学
の
小
学
生 
　

人
（
多
数
抽

１０

選
） 

レ
ベ
ル
別
の
ク
ラ
ス
編
成

指
導
で
す 

３
月　

日
（
必
着
）

２０

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
学
校
名
・

新
学
年
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

公
民
館
東
分
館
「
ひ
が
し
子
ど
も

囲
碁
教
室
」　
（
〒　

儿
０
０
１
１

１８４

東
町
１
儿　

儿
１
☎　

儿　

儿
４

３９

０４２

３８４

４
２
２
）
へ

定

申

幼
児
の
た
め
の
お
は
な
し
会

時

所

対

申

問

ひ
が
し
子
ど
も
囲
碁
教
室

時

所

講

対
定

他

申

　

経
済
的
に
お
困
り
の
方
を
対
象

に
、
支
援
員
が
相
談
者
と
共
に
必

要
な
支
援
を
考
え
、
支
援
プ
ラ
ン

を
作
成
す
る
ほ
か
、
家
計
管
理
や

債
務
整
理
に
関
す
る
相
談
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
離
職
等
に
よ
り
住
居
を

失
う
お
そ
れ
の
あ
る
方
等
に
は
、

就
職
に
向
け
た
活
動
を
す
る
こ
と

な
ど
を
条
件
に
、
一
定
期
間
、
家

賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。

■
相
談
窓
口
自
立
相
談
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
本
町
５
儿　

儿　

社

３６

１７

会
福
祉
協
議
会
内
☎　

儿　

儿
０

０４２

３８６

２
９
５
） 

地
域
福
祉
課
生
活
福

祉
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
０
）

０４２

３８７

 　

病
気
や
け
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
障

が
い
等
の
た
め
に
生
活
に
困
っ
て

い
る
人
に
、
生
活
保
護
法
に
基
づ

き
最
低
生
活
の
保
障
と
、
自
分
の

力
ま
た
は
他
の
方
法
で
再
び
生
活

で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
間
、

自
立
の
手
助
け
を
し
ま
す
。

　

生
活
保
護
は
、
そ
の
世
帯
の
収

入
が
国
で
定
め
る
最
低
生
活
費
を

下
回
る
場
合
に
、
そ
の
不
足
分
を

保
証
す
る
制
度
で
す
。

　

働
い
て
得
た
給
料
、
年
金
、
各

種
手
当
、
仕
送
り
な
ど
を
合
計
し

て
も
な
お
、
最
低
生
活
費
に
満
た

な
い
場
合
、
そ
の
不
足
分
が
保
護

費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

問

生
活
に
お
困
り
の
と
き
は

生
活
保
護
制
度

　

一
人
で
思
い
悩
む
よ
り
、
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

地
域
福
祉
課
生
活
福
祉
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
４
０
）

０４２

３８７

 　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
赤
い

羽
根
共
同
募
金
運
動
（
平
成　

年
２９

　

月
）
お
よ
び
歳
末
た
す
け
あ
い

１０運
動
（
同
年　

月
）
を
実
施
い
た

１２

し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に

　

万
円
、
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

２０８に　

万
円
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま

５７７
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

赤
い
羽
根
共

同
募
金
は
、
地

域
の
社
会
福
祉

施
設
の
た
め

に
、
歳
末
た
す

け
あ
い
募
金

は
、
在
宅
要
介
護
者
世
帯
見
舞

品
、
在
宅
障
害
者
成
人
祝
品
、
被

保
護
家
庭
児
童
入
学
祝
品
、
ま
た

年
間
を
通
じ
た
地
域
福
祉
活
動
費

と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

 

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎　

儿　
０４２

３８６

儿
０
２
９
４
）

  

３
月　

日
（
木
）
午
後
１
時　

１５

３０

分
～
３
時　

分 

桜
町
高
齢
者
在

３０

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
桜
町
１

儿
９
儿
５
） 　

歳
以
上
の
方
で
、

６５

要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方
■
対
象
地
域
本
町

２
・
３
丁
目
、
桜
町
１
・
３
丁

目
、
梶
野
町
、
関
野
町
、
緑
町 

５
人
（
申
込
順
） 

３
月
１
日
か

ら
、
電
話
で
小
金
井
き
た
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８８

２
４
４
０
）
へ

問共
同
募
金
運
動
の
お
礼

問介
護
予
防
相
談
会

時

所
対

定

申

ご
利
用
く
だ
さ
い

生
活
困
窮

生
活
困
窮
者者

自
立
相
談
窓

自
立
相
談
窓
口口

子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
～
土

０４２

３２１

曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

☎ 
１  
８  
９ 

い
ち 
は
や 
く

※
お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な

が
り
ま
す

※
☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い
場

合
は
、
☎
０
５
７
０
儿　

儿　

へ

０６４

０００
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 「 
咳 
エ
チ
ケ
ッ
ト
」を 

せ
きご

存
知
で
す
か

　

今
年
も
ス
ギ
花
粉
症
の
患
者

さ
ん
に
は
つ
ら
い
季
節
の
真
っ

た
だ
中
で
す
ね
。
ス
ギ
花
粉
症

は
、
４
人
に
１
人
が
か
か
っ
て

い
る
国
民
病
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

花
粉
症
、
特
に
鼻
炎
の
症
状

が
で
て
い
る 
時 
、
こ
れ
は
花
粉

と
き

症
な
の
か
し
ら
、
風
邪
な
の
か

し
ら
、
と
迷
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
症
状
に
程
度

の
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
鼻

水
・
鼻
づ
ま
り
・
く
し
ゃ
み
・

の
ど
の
痛
み
・
咳
、
時
に
は 
痰 たん

ま
で
出
て
、
ま
る
で
風
邪
薬
の

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
す
。
実
は
、

花
粉
症
の
症
状
は
、
ア
レ
ル
ギ

ー
が
主
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
に
よ
り
そ
の
症
状
が
出
て

く
る
、
ま
た
は
よ
り
悪
化
し
て

し
ま
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
感
染
症
の
場
合
に
困
る
の

が
、
周
り
の
人
に
う
つ
し
て
し

ま
う
こ
と
。
ま
た
、
感
染
の
な

い
た
だ
の
花
粉
症
の
症
状
だ
と

し
て
も
、
近
く
で
咳
や
く
し
ゃ

み
を
し
て
い
れ
ば 
眉 
を
ひ
そ
め

ま
ゆ

る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　

昨
年　

月
に
、
イ
ン
フ
ル
エ

１２

ン
ザ
の
流
行
に
合
わ
せ
て
、
厚

生
労
働
省
が
３
つ
の
「
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
」
の
方
法
を
紹
介
・
啓

発
し
て
い
ま
す
。
①
マ
ス
ク
②

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ハ
ン
カ
チ
③
上

着
の
内
側
や 
袖 
で
、
口
や
鼻
を

そ
で

覆
う
、
と
い
う
も
の
で
す
。
世

界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
推

奨
し
て
い
る
方
法
で
す
。
手
の

ひ
ら
で 
直 
に
覆
う
方
が
い
ま
す

じ
か

が
、
す
ぐ
に
そ
の
手
を
し
っ
か

り
洗
わ
な
け
れ
ば 
唾 
液
が
つ
い

だ

て
汚
い
で
す
し
、
何
ら
か
の
感

染
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
拡
げ
る
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
海

外
で
は
子
供
の 
頃 
か
ら
袖
で
覆

こ
ろ

う
こ
と
を
指
導
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
日
本
で
の

普
及
は
ま
だ
ま
だ
の
よ
う
で

す
。

　

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
で
、
お
互
い

に
少
し
で
も
感
染
の
危
険
も
ス

ト
レ
ス
も
減
ら
し
て
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。

　

小
金
井
市
医
師
会

　
　
　
　
　
　
　
　

開　

陽
子

 
【
高
齢
者
特
別
生
活
援
助
】

　

衣
類
の
入
れ
替
え
、
大
掃
除
、

大
型
家
具
の
移
動
、
照
明
器
具
の

交
換
等
を
援
助
し
ま
す
。

　

年
２
回
利
用
で
き
、
１
回
２
時

間
を
限
度
に
作
業
員
２
人
を
派
遣

し
、
援
助
し
ま
す
。

 

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方
で

６５

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
▽

高
齢
者
の
ひ
と
り
ぐ
ら
し
世
帯
ま

た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
▽
市
民

税
非
課
税
世
帯
▽
日
常
生
活
援
助

が
必
要
な
虚
弱
な
方
ま
た
は
要
支

援
・
要
介
護
と
認
定
さ
れ
た
方 

１
割
負
担

【
自
立
支
援
・

　

日
常
生
活
用
具
の
給
付
】

　

①
腰
掛
便
座
、
入
浴
補
助
用

具
、
手
す
り
、
ス
ロ
ー
プ
（
基
準

額
は
年　

万
円
ま
で
）
②
シ
ル
バ

１０

ー
カ
ー（
基
準
額
１
万
５
千
円
）
、

一
本
つ
え
（
基
準
額
４
千　

円
）

３００

を
給
付
し
ま
す
。

 

要
介
護
認
定
で
①
は
「
非
該

当
」
、
②
は
「
要
支
援
ま
た
は
要

介
護
」
と
認
定
さ
れ
た　

歳
以
上

６５

の
方
で
、
用
具
の
給
付
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
虚
弱
な
方 

助
成
基

準
額
の　

％
（
市
民
税
非
課
税
世

１０

帯
は
３
％
）
。
助
成
限
度
額
を
超

え
る
部
分
は
、
利
用
者
負
担
と
な

り
ま
す

【
自
立
支
援
住
宅
改
修
の
助
成
】

①
住
宅
改
修
予
防
給
付
手
す
り
の

取
り
付
け
、
床
段
差
の
解
消
、
床

材
の
変
更
、
扉
の
取
り
替
え
、
便

器
の
取
り
替
え
等
②
住
宅
設
備
改

修
給
付
浴
槽
、
流
し
、
洗
面
台
の

取
り
替
え
、
便
器
の
洋
式
化
等 

要
介
護
認
定
で
①
は
「
非
該

当
」
、
②
は
「
非
該
当
、
要
支
援

ま
た
は
要
介
護
」
と
認
定
さ
れ
た

高
齢
者
で
、
身
体
的
理
由
で
住
宅

高
齢
者
の
各
種
制
度

対

￥

対

￥

対

改
修
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
虚
弱

な
方 

助
成
限
度
額
の　

％
ま
た

１０

は　

％
（
市
民
税
非
課
税
世
帯
は

２０
３
％
）
※
助
成
限
度
額
（
①
１
家

屋　

万
円
②
１
家
屋　

万
９
千

２０

３７

円
）
を
超
え
る
部
分
は
、
利
用
者

負
担
と
な
り
ま
す

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
４
３
）

０４２

３８７

  

３
月　

日
（
火
）
午
後
１
時　

２０

３０

分
～
３
時　

分 

桜
町
高
齢
者
在

３０

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
桜
町
１

儿
９
儿
５
） 

現
在
介
護
を
さ
れ

て
い
る
、
お
お
む
ね　

歳
以
上
の

６０

男
性
の
方 
　

人
（
申
込
順
） 

１０

　

円
（
材
料
費
） 

３
月
１
日
か

５００ら
、
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎　
０４２

儿　

儿
０
０
０
６
）
へ

３８１

  

講
座
企
画
、
会
場
準
備
等 

市

内
在
住
の　

歳
ま
で
の
方 

若
干

７５

名
（
選
考
あ
り
）
■
謝
礼
月
額
６

千
円 

３
月　

日
ま
で
に
、
直

１５

接
、
申
込
書
（　

日
ま
で
社
会
福

１２

祉
協
議
会
で
配
布
）
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
同
協
議
会
（
本
町
５

儿　

儿　

☎　

儿　

儿
０
２
９

３６

１７

０４２

３８６

４
）
へ

 　
「
笑
い
」を
モ
ッ
ト
ー
に
健
康
を

増
進
す
る
、
と
て
も
楽
し
い
体
操

講
座
で
す
。

 

４
月
４
日
～　

日
の
毎
週
水
曜

２５

日
午
後
２
時
～
４
時
（
全
４
回
）

￥

問家
族
介
護
者
教
室

男
の
台
所
儿
地
域
グ
ル
ー
プ

「
翁
味
会
」
と
、
楽
し
く
美

味
し
く
簡
単
調
理

時

所
対

定

￥

申

高
齢
者
い
き
い
き
活
動
推
進

員
募
集

内

対
定

申
高
齢
者
い
き
い
き
活
動
講
座

脳
ト
レ
！
筋
ト
レ
！
脂
肪
ト

レ
！

時

 

社
会
福
祉
協
議
会 

中
村
真
奈

子
さ
ん
（
健
康
運
動
指
導
士
） 

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
市
内
在
住

６０

の
方 
　

人
（
多
数
抽
選
） 

３

２０

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復

１２
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
社
会
福
祉
協
議
会

「
脳
ト
レ
！
筋
ト
レ
！
脂
肪
ト
レ

！
係
」
（
〒　

儿
０
０
０
４
本
町

１８４

５
儿　

儿　

☎　

儿　

儿
０
２
９

３６

１７

０４２

３８６

４
）
へ

 　

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳

を
お
持
ち
の
方
が
生
活
の
た
め
に

使
用
す
る
、
自
動
車
の
ガ
ソ
リ
ン

代
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
助
成
の
決
定
を
受
け
た

方
は
、
請
求
書
（
２
月
末
ご
ろ
に

発
送
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税

が
減
免
さ
れ
て
い
る
方
で
、
障
が

い
の
あ
る
方
（
※
）
が
自
ら
運
転

す
る
か
、
生
計
を
同
じ
く
す
る
方

が
障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
運

転
す
る
場
合
※
個
別
等
級
で
体
幹

ま
た
は
下
肢
障
が
い
１
～
３
級
、

視
覚
障
が
い
１
・
２
級
、
内
部
障

が
い
１
級
、
愛
の
手
帳
１
・
２
度

の
方
■
助
成
額
▽
ガ
ソ
リ
ン
＝
１

㍑
に
つ
き　

円
、
１
か
月　

㍑
ま

７５

４０

で
▽
軽
油
＝
１
㍑
に
つ
き　

円
、

４０

１
か
月　

㍑
ま
で
■
振
込
日
３
月

７５

　

日
（
金
）
※
指
定
日
以
降
、
通

３０帳
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
金
融

機
関
に
よ
っ
て
は
２
・
３
日
遅
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す 

３
月　

日
１２

ま
で
に
、
請
求
書
に
平
成　

年
９

２９

月
～
平
成　

年
２
月
分
の
ガ
ソ
リ

３０

ン
等
の
使
用
量
が
記
入
さ
れ
て
い

る
領
収
書
を
添
え
て
、
直
接
、
自

立
生
活
支
援
課
相
談
支
援
係
（
市

所

講

対

定

申

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の

手
帳
を
お
持
ち
の
方
へ

ガ
ソ
リ
ン
代
を
助
成

対

申

役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
４
１ 
　

儿　

儿
２
５
２

０４２

３８４

４
）
へ

 　

専
門
の
講
師
に
よ
る
技
術
指
導

で
、
創
作
的
活
動
と
し
て
の
教
養

講
座
を
行
い
ま
す
。

 
 

４
月
～
平
成　

年
３
月
▽
レ

３１

ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
（
革
細
工
）
＝
毎

週
火
曜
日
午
後
１
時
～
３
時
▽
絵

画
（
水
彩
・
絵
手
紙
な
ど
）
＝
毎

週
金
曜
日
午
後
１
時
～
３
時 

障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー 

市
内
在
住

の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方 

各　

人
（
多
数
抽
選
） 

材

１０

料
費
は
実
費 

３
月　

日
ま
で
の

１２

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
日
曜
日

を
除
く
）
に
、
直
接
、
同
セ
ン
タ

ー
（
☎　

儿　

儿
８
４
１
１
）
へ

０４２

３８１

※
直
接
お
越
し
に
な
る
こ
と
が
困

難
な
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

  　

市
で
は
、
「
小
金
井
ら
し
い
食

生
活
」
を
実
現
で
き
る
よ
う
な
ひ

と
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
６
月
に
開
催
す
る

食
育
に
か
か
わ
る
行
事
を
一
緒
に

準
備
し
て
い
た
だ
け
る
実
行
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の　
１８

歳
以
上
の
方 

３
人
（
申
込
順
）

 

３
月
１
日
か
ら
、
電
話
で
健
康

課
へ

FAX

身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
へ

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
と

絵
画
の
教
養
講
座

時
内

所

対

定

他

申

噛噛噛健康課噛噛噛
（保健センター）

（貫井北町５−18−18）

健
康
ガ
イ

健
康
ガ
イ
ドド

◆
健
康
課
健
康
係

（
☎　

儿　

儿
1
2
4
0
）

042

321

食
育
行
事
実
行
委
員
を
募
集

対

定

申

 
【
２
回
食
へ
の
進
め
方
】

 

４
月　

日
（
木
）
午
後
２
時　

１９

４５

分
～
４
時　

分 

お
お
む
ね
６
～

１５

７
か
月
児
の
保
護
者 
　

人
（
申

１５

込
順
）

【
３
回
食
へ
の
進
め
方
】

 

４
月　

日
（
木
）
午
後
１
時　

１２

３０

分
～
３
時　

分 

お
お
む
ね
８
～

３０

　

か
月
児
の
保
護
者 
　

人
（
申

１１

１８

込
順
）

離
乳
食
教
室

時

対

定

時

対

定

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

管
理
栄
養

士
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
義
、

試
食
な
ど 

母
子
同
室
で
す 

３

月
１
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

  

４
月　

日
（
土
）、　

日
（
土
）

１４

２１

午
前　

時
～
午
後
１
時 

保
健
セ

１０

ン
タ
ー 

妊
娠
、
出
産
、
育
児
の

話
、
妊
婦
体
操
、 
沐 
浴
実
習
等 

も
く

所

内

他

申

両
親
学
級
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ス

（
土
曜
２
日
間
コ
ー
ス
）

時

所

内

対

お
お
む
ね　

～　

週
の
妊
婦
と
パ

１６

２７

ー
ト
ナ
ー
の
方
（
妊
娠
週
数
は
目

安
で
す
） 
　

組
（
申
込
順
・
初

３６

産
婦
の
方
優
先
） 

３
月
１
日
か

ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

  

４
月
２
日
（
月
）
午
後
１
時
か

ら
、
１
時　

分
か
ら
、
１
時　

分

１５

３０

か
ら
（
終
了
は
３
時
ご
ろ
） 

保

健
セ
ン
タ
ー 

お
お
む
ね　

～　
１６

２７

週
の
妊
婦
の
方 
　

人
（
申
込

２０

順
） 

３
月
１
日
か
ら
、
電
話
で

健
康
課
へ

  

４
月
５
日
～　

日
の
毎
週
木
曜

１９

日
午
前
９
時
か
ら
（
受
け
付
け
は

９
時　

分
ま
で
） 

保
健
セ
ン
タ

１５

ー 

歯
磨
き
練
習
、
栄
養
講
話
な

ど
※
む
し
歯
予
防
教
室
受
講
後
、

希
望
者
は
引
き
続
き
歯
科
健
診
も

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
終
了

は　

時　

分
ご
ろ
） 

平
成　

年

１１

３０

２７

９
月
生
ま
れ
（
２
歳
６
か
月
）
～

　

年
３
月
生
ま
れ
（
１
歳
）
の
子

２９ど
も
※
転
入
等
で
対
象
年
齢
を
過

ぎ
て
い
る
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い 

各
日　

人（
申
込
順
） 

３

１２

月
１
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

定

申

妊
婦
歯
科
健
診

時

所

対

定

申
む
し
歯
予
防
教
室

時

所

内

対

定

申

▽
武
蔵
野
赤
十
字
病
院

武
蔵
野
市
境
南
町
１
儿　

儿
１

２６

☎
０
４
２
２
儿　

儿
３
１
１
１

３２

小
児
救
急（
３
６
５
日　

時
間
）

２４

▽
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
＃
７
１
１
９
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

☎　

儿　

儿
２
３
２
３

０４２

５２１

▽
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ

ー
・
医
療
機
関
案
内
ひ
ま
わ
り

☎　

儿
５
２
７
２
儿
０
３
０
３

０３
聴
覚
障
害
者
向
け
専
用 
　

儿
５

０３

２
８
５
儿
８
０
８
０

FAX

　

時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

２４ 受
付
時
間　

▽
平
日
＝
午
後
６
時
～

　

時　

▽
休
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

１１日
）
＝
午
前
９
時
～
午
後　

時
１１

☎
＃
８
０
０
０
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

☎　

儿
５
２
８
５
儿
８
８
９
８

０３

東
京
都
・
子
供
の
健
康
相
談
室



30・3・1市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 10

掲載内容の詳細は、主催者にお問い合わせください。

情情報報アア・・ララ・・カカルルトト情報ア・ラ・カル情報ア・ラ・カルトト このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に市および教育委員会は携わ
っていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わせください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

後援事業 掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当課に記載
方法・締切日などを確認してください。

 

●小金井雑学大学　    ３月４
日（日）＝キャリアコンサルティン
グについて、高峰章さん（キャリア
コンサルタント）。３月１８日（日）＝大
伴家持の「旅」、藤井一二さん（松
蔭大学特任教授）。いずれも午後２時
から。市民会館・萌え木ホールＡ会
議室 １００円（資料代） 当日直接会
場へ 田中（☎０８０−５６４５−１４７７）
●水曜クラフトワーク−古布で作る
簡単な裂き織りコースター　 ３月
７日（水）、１４日（水）日午前１０時〜午
後２時 環境楽習館 ３００円（材料
費等） 古布の持参歓迎 当日直接
会場へ。４人以上の参加は事前に電
話でNPOこがねい環境ネットワー
ク・瀧本（☎０７０−６９８１−９３３７）へ
●子どものかかりやすい病気と予防
接種。健康チェック　 ３月９日
（金）午前９時３０分〜１１時３０分 小
金井　宮地楽器ホール小ホール 富
永智一さん（むさし小金井診療所所
長） 無料 骨密度・血圧・体脂肪
測定などの健康チェックの定員は３０
人です（当日先着順） 北多摩中央医
療生活協同組合（☎０４２−３８２−９１１２）
●分譲マンション管理無料相談会　
 ３月１０日（土）午後１時〜２時 
公民館貫井北分館学習室Ｃ マンシ
ョン管理組合の役員・組合員の方 
３組（申込順） ３月１日〜７日に、
電話またはファクスで（一社）東京
都マンション管理士会たまむさしの
支部・木下（☎０９０−４９５３−９９５９ 
０４２−３１６−９２０３）へ
●小金井平和の日・市民イベント　
 ３月１０日（土）午後０時３０分〜１
時３０分（小雨決行） ＪＲ武蔵小金井
駅南口コミュニティ広場（フェステ
ィバルコート） 戦争体験や平和の
想いを語り、音楽と歌を楽しみます
 小金井　宮地楽器ホールにていの
ちと平和の絵本展も開催 同実行委
員会・内田（☎０９０−３８１３−７７３９）
●東町四丁目町会第３回作品展　 
３月１４日（水）〜１８日（日）午前１０
時〜午後５時（１４日は午後１時か
ら、１８日は午後４時まで） 東小金
井駅開設記念会館・マロンホール 
町会会員、地域住民の手作り作品
（絵画、書、工芸、写真、陶芸等）
を展示 無料 当日直接会場へ 同
町会・齋藤（☎０４２−３８３−３５１０）
●市民公開講座−肺がんを知ろう　
 ３月１７日（土）午後２時〜３時３０
分 三鷹産業プラザ７階（三鷹市下
連雀３−３８−４） 杏林大学医学部
付属病院医師ほか １００人 無料 

催催 しし ・・ 講講 座座催 し ・ 講催 し ・ 講 座座
時所内講

￥ 申
問

時

所 ￥
持 申

時
所
講

￥ 他

問

時 所
対

定
申

FAX

時
所

内

他
問

時

所
内

￥ 申 問

時
所

講
定 ￥ 他

共催＝同病院呼吸器内科・中外製薬
㈱ ３月１２日までに、電話で中外製
薬㈱（☎０４２−５２３−６６６１）へ
●体験−名刺サイズ高機能パソコ
ン・ラズパイを楽しむ　 ３月２４日
（土）午後１時３０分〜４時３０分 市
民会館・萌え木ホールＡ会議室 
Scratchによるプログラミング、ロ
ボット等ラズパイの使用解説と体験
 ３０人（当日先着順） ３００円（資料
代） NPO法人らくビット（☎０４２−
４０１−２２４９ http://racoubit.org/）
●合唱団混声こがねい第３回演奏会
 ３月２５日（日）午後２時開演（１
時３０分開場） 小金井　宮地楽器ホ
ール大ホール 日本の唱歌、叙情
歌、世界の名曲、宗教曲、合唱組曲
水のいのち等混声四部合唱 無料 
当日直接会場へ 同合唱団・高橋
（☎０４２−３８４−５３９０）
●美しい多摩川フォーラム−桜ウォ
ーキングと桜守学校　 ３月２８日
（水）午前９時〜正午 都立小金井公
園 ２０人（申込順） 無料 ３月１日
から、ファクスまたはＥメールで住
所・氏名・年齢・電話番号を明記
し、同フォーラム（青梅信用金庫地域
貢献部内☎０４２８−２４−５６３２ ０４２８−
２４−４６５０ forum@tama-river.jp）へ
●子ども参加ミュージカル−瓶ヶ森
の河童　 ４月３日（火）午後６時
開演 小金井　宮地楽器ホール大ホ
ール 愛と闘いのミュージカルファ
ンタジー。市内の小学生が瓶ヶ森の
動物になって登場します 一般
３,５００円、５歳〜中学生１,５００円 電
話でJIMOTO　さくら応援団・ふ
るきゃら（☎０４２−３８６−８３５５）へ
●オペラ団体Ｉ　CANTORI第７回
本公演　 ４月８日（日）午後２時
開演 小金井　宮地楽器ホール小ホ
ール ヴェルディ作曲オペラ「ルイ
ーザ・ミラー」（日本語字幕付上演）
■出演小林勉ほか ２,０００円（全自
由席） 電話またはＥメールで同団
体（☎０８０−５９７３−２０７７ i.cantori. 
ticket@gmail.com）へ
●ちえのわ農学校第１４期生募集　
 ４月２１日〜平成３１年１月の月１回
土曜日午前１０時から（全１０回） 東
京学芸大学環境教育実践施設 大学
生と野菜作り等の生活文化体験 小
学校３年生〜中学生 １６人（多数抽
選） 年額１５,０００円（食費等） ３
月２９日までに、電話で同大学サーク
ルちえのわ（☎０７０−４１５９−３９５４）へ
 

●歩きませんか野川の辺を柴崎駅ま
で　  ３月１８日（日）荒天中止①

申

時
所
内

定 ￥
問

HP

時
所
内

￥ 申
問

時
所

定 ￥ 申

FAX
糸

時
所
内

￥
申

時
所
内

￥
申

糸

時
所

内
対

定
￥ 申

スス ポポ ーー ツツス ポ ース ポ ー ツツ

時所

 

■自殺防止！東京キャンペーン　東
京都自殺相談ダイヤル（☎０５７０−
０８７−４７８＝ ３ 月２６日 〜３０日、２４時
間）、自死遺族のための電話相談
（☎０３−３２６１−４３５０＝３月１７日〜１９
日午前１１時〜午後７時）
■緑中学校合同演奏会　 ３月２７日
（火）午後３時３０分開演（３時開場）
 小金井　宮地楽器ホール大ホール
 合唱部＝君が君に歌う歌、シンデ
レラ。弦楽部＝ブルックグリーン
Ⅲ、コナンほか 無料 当日直接会
場へ 同校・水本（☎０４２−３８３−
１１６４）
■中学校夜間学級生徒募集　小・中
学校を卒業していない１５歳以上の方

時

所
内

￥ 申
問

であれば、国籍に関係なく、いつで
も入学できます。中学校卒業資格を
取れます。詳細はホームページ参照
 八王子市立第五中学校夜間学級
（☎０４２−６４２−１６３５ http://www. 
kyoiku.metro.tokyo.jp/pickup/p
_gakko/yakan/）
■交通少年団員募集　交通安全のボ
ランティア活動等を通じて、交通ル
ールやマナーを身につけ、やさしさ
と思いやりを持った子どもを育てま
す 小学生 随時受付 小金井警察
署（☎０４２−３８１−０１１０）
■積雪や凍結路面にご注意を　▷靴
は滑りにくいものを選ぶ▷ゆっくり
歩く▷降雪後数日間は特に注意を払
う▷時間に余裕を持って行動し、救
急事故を防ぎましょう 小金井消防
署（☎０４２−３８４−０１１９）

問

HP

対 申 問

問

 

◆女性のための養生気功・気功太極
拳の会　原則毎週金曜日午前１０時３０
分〜正午、中町天神前集会所で。簡
単な動作で内気を高め、心身のバラ
ンスを整えます。連絡は平野（☎
０４２−３８１−２０２６）
◆こどもアートクラブ　原則月２回
水曜日または金曜日午前１０時１５分〜
１１時２０分、公民館東分館で。親子で
絵や工作を楽しみます。２歳以上。
２,０００円（月額）。連絡は駒澤（☎０４２
−３８８−６５７０）
◆スイング・テニスクラブ　毎週火
曜日午前９時〜１１時、野川公園テニ
スコートで。シニアを中心にゲーム

掲載を希望する団体は、公民館各館へ｡
開催日・場所等の詳細は、各団体へ｡

を楽しんでいます。連絡は足立（☎
０９０−６５０６−９７０１）
◆はじめてピアノの会　原則第１・
４火曜日午後１時から、小金井　宮
地楽器ホール練習室で。基礎からグ
ループで楽しくピアノを学びます。
講師は森田有紀子さん。連絡は大野
（☎０９０−６７１３−０６１７）
◆社交ダンスアリス　原則月曜日午
後０時１０分から、公民館緑分館で。
基礎クラス。男女２人の講師がいま
す。初心者歓迎。男性募集。連絡は
武本（☎０８０−６６６９−５１０８）
◆社交ダンス・エメラルド　原則毎
週水曜日午後２時から、公民館貫井
南分館で。講師は吉田良さん。初心
者歓迎。連絡は福井（☎０９０−１７７７
−５０４９）

午前８時貫井大橋②８時１０分市役所
本庁舎③８時２０分ＪＲ東小金井駅南口
④８時５０分都立野川公園北門集合〜
正午ごろ京王線柴崎駅解散（距離約
９㎞） ２００円（保険代等） 当日直
接各集合場所へ 市ウオーキング協
会・浜薗（☎０４２−３８１−２２００）
●少年軟式野球春季大会　 ４月１
日〜２９日の日曜・祝日午前８時から
 上水公園運動施設グラウンドほか
 ５・６年生の部、４年生以下の部
 市内在住・在学の小学生 ３２チー
ム １チーム２,０００円 監督会議＝
３月２３日に桜町上水会館で ３月１７
日までに、電話で市少年軟式野球連
盟・高木（☎０４２−３８１−４５５７）へ
●ダンススポーツ小金井ジュニアＮ
ＹＣ　 ４月６日〜平成３１年３月１５
日の第１・３金曜日午後４時〜７時
 第一小学校体育館 ５歳〜高校生
世代と保護者 ３０人（申込順） 月
額＝高校生世代以下１,０００円、大人

￥ 申
問

時

所
内
対 定
￥ 他

申

時

所 対
定 ￥

２,０００円（競技選手は要相談） ３月
１日から、電話で市ダンススポーツ
連盟・小松（☎０４２−３８４−１９１１）へ
●仕事帰り気軽に楽しむパドルテニ
ス教室　 ４月９日〜平成３１年３月
２５日の隔週月曜日午後７時〜９時 
第二中学校 １５人（多数抽選） 月
額８００円 ３月２７日（必着）までに、
往復はがきで住所・氏名・年齢・電
話番号を黄金井倶楽部PD係（〒１８４
−０００５桜町２−２−３１☎０４２−４０６−
２２８０）へ
●桜祭りダブルスチーム戦卓球大会
 ４月１２日（木）午前９時〜午後９時
 総合体育館 １チーム４人以上の
３ダブルス団体戦 ３０歳以上の女性
の方（男性は６５歳以上、１チーム１
人参加可） ９０チーム（申込順） 
１チーム４,０００円 ３月２日〜１５日
に、電話またはファクスで市卓球連
盟・小島（☎ ＝０４２２−８８−７２１３）へ

申

時
所

定 ￥
申

時
所 内

対

定 ￥
申

FAX
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広告掲載等のお問い合わせは、㈱ホープ（広告代理店）☎０９２−７１６−１４０１へ

広
告
枠

　

市
内
に
は
、
ど
な
た
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
、
健
康
増
進
に
取
り
組
め
る

環
境
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
生
涯
学
習
と
し
て
の
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
取
り
組
み
を
お
手

伝
い
す
る
活
動
を
し
て
い
る
団

体
を
紹
介
し
ま
す
。

【
体
育
協
会
】

　

体
育
協
会
で
は
、
小
さ
な
子

ど
も
た
ち
か
ら
シ
ニ
ア
世
代
ま

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
や
体

力
、
目
的
に
合
っ
た
教
室
や
イ

ベ
ン
ト
を
多
数
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
、　

団
体
が
加
盟
し
、

３７

都
民
体
育
大
会
や
市
町
村
総
合

体
育
大
会
等
の
各
種
大
会
に
選

手
を
派
遣
す
る
な
ど
、
競
技
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
仲
間
を
増
や
し
、
健
康
で
明

る
く
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

体
育
協
会
（
☎　

儿　

儿
４

０４２

３８４

０
０
１ 

h
ttp
://ko

gan
ei-s

p
o
rts.o

r.jp
/

）

【
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

　

ク
ラ
ブ
黄
金
井
倶
楽
部
】

　

黄
金
井
倶
楽
部
で
は
、
ヨ

ガ
、
太
極
拳
、
小
学
生
陸
上
教

室
、
マ
マ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
く
ら
ぶ
、
ピ
ラ
テ

ィ
ス
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
が
苦
手

な
方
で
も
楽
し
く
身
体
を
動
か

せ
る
種
目
の
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
ふ
だ
ん
運
動
に
な
じ

み
の
な
い
方
も
ぜ
ひ
、
心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
挑
戦
し
、
触

れ
合
い
の
場
を
広
げ
て
み
ま
せ

ん
か
。

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
黄
金
井
倶
楽
部

（
☎　

儿　

儿
２
２
８
０ 

h
t

０４２

４０６

tp
://ko

gan
ei-clu

b
.co
m
/

）

問

HP

問

HP

eevveenntt
催
し

  

３
月　

日
（
水
）
午
後
７
時
～

１４

　

時 

東
小
金
井
事
業
創
造
セ
ン

１０タ
ー 

市
内
の
創
業
者
、
創
業
予

定
者
、
事
業
者
、
地
域
で
の
仕
事

に
関
心
を
持
つ
主
婦
や
学
生
が
一

同
に
集
ま
る
、
立
食
形
式
の
交
流

会 
　

人 

２
千
円
（
飲
食
代
）

３０

 

電
話
ま
た
は
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
申
込
フ
ォ
ー
ム
で
、
同

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
４
２
２
儿　

儿
３１

２
０
４
０ 

h
ttp
://ko

-to
.in
fo

/

）
へ 学

び
・
く
ら
し

時

所内
定

￥

申

HP

階
集
会
室 

小
金
井
囃
子
の
歴

史
、
楽
器
や
お
面
、
曲
等
の
解
説
、

お
囃
子
の
演
奏
等 

鈴
木
源
次
さ

ん
（
小
金
井
囃
子
保
存
会
会
長
）

ほ
か 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方 
　

人
（
申
込
順
） 

３
月

３０

１
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
図
書
館
本
館
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８３

１
１
３
８ 
　

儿　

儿
３
７
２

０４２

３８４

８
）
へ

  

３
月　

日
（
日
）
午
前　

時
～

１１

１０

正
午 

公
民
館
緑
分
館 

田
家
秀

樹
さ
ん
（
音
楽
評
論
家
） 

市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 
　

人
５０

（
申
込
順
） 

３
月
２
日
か
ら
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
公
民
館
緑
分

館
（
☎　

儿　

儿
７
３
０
１
）
へ

０４２

３８７

  

３
月　

日
（
日
）
午
後
１
時　

１８

３０

分
～
３
時
（
１
時
開
場
） 

公
民

内

講

対定

申

FAX

市
民
講
座

Ｊ
儿
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
中
の
武
蔵

野
・
三
多
摩
・
中
央
線

時

所

講
対定

申

音
楽
鑑
賞
の
つ
ど
い

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

時

所

館
貫
井
南
分
館
■
演
奏
島
戸
祐
子

さ
ん
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
、
内
田

美
苗
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
、
岸
優
子

さ
ん
（
ヴ
ィ
オ
ラ
）■
曲
目
白
鳥
、

愛
の
よ
ろ
こ
び
、
火
祭
の
お
ど

り
、
協
奏
交
響
曲
、
春
の
メ
ド
レ

ー
ほ
か 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方 
　

人
（
申
込
順
） 

３

５０

月
１
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直

接
、
公
民
館
貫
井
南
分
館
（
☎　
０４２

儿　

儿
１
１
６
８
）
へ

３８３

   

４
月　

日
～
６
月　

日
の
毎
週

１２

２８

木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９

時
～　

時
（
全　

回
） 

栗
山
公

１１

１１

園
健
康
運
動
セ
ン
タ
ー 

市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方 
　

人
３０

（
多
数
抽
選
） 

１
回　

円
。　
４００

６０

歳
以
上
の
方
は　

円
（
施
設
利
用

２００

料
） 

事
前
に
各
自
で
健
康
診
断

を
受
け
て
く
だ
さ
い 

３
月　

日
１５

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

対定

申

ス

ポ

ー

ツ

栗
山
公
園
健
康
運
動
セ
ン
タ
ー

水
泳
教
室

時

所対
定

￥

他

申

に
教
室
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明

記
し
、
栗
山
公
園
健
康
運
動
セ
ン

タ
ー
（
〒　

儿
０
０
１
２
中
町
２

１８４

儿　

儿
１
☎　

儿　

儿
１
０
０

２１

０４２

３８２

１
）
へ

  

４
月
３
日
～
５
月　

日
の
毎
週

２９

火
曜
日
午
前　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

（
全
９
回
） 

上
水
公
園
運
動
施

設
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
総
合
体
育
館 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
卓
球
※
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
は
、
雨
天
の
場
合
バ
ド
ミ
ン
ト

い
き
い
き
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

時

所

内

ン
を
行
い
ま
す 

市
内
在
住
・
在

勤
で　

歳
以
上
の
健
康
な
方 
　

６０

３０

人
（
多
数
抽
選
） 

無
料
。
総
合

体
育
館
は
、
１
回　

円
（
施
設
利

２００

用
料
） 

既
往
症
の
あ
る
方
は
、

事
前
に
各
自
で
健
康
診
断
を
受
け

て
く
だ
さ
い 

３
月　

日
（
必

１２

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

電
話
番
号
（
自
宅
お
よ
び
携
帯
電

話
）・
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
明
記
し
、

体
育
協
会
「
い
き
い
き
健
康
ス
ポ

ー
ツ
教
室
係
」
（
〒　

儿
０
０
０

１８４

１
関
野
町
１
儿　

儿
１
総
合
体
育

１３

館
内
☎　

儿　

儿
４
０
０
１
）
へ

０４２

３８４
対

定

￥

他

申

  

３
月　

日
（
木
）
午
後
２
時
～

２２

４
時 

市
民
会
館
・
萌
え
木
ホ
ー

ル 

▽
ネ
ッ
ト
社
会
の
仕
組
み
や

な
り
済
ま
し
被
害
な
ど
に
つ
い
て

の
講
義
▽
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
の

た
め
の
実
演
劇
▽
市
内
の
犯
罪
情

勢
に
つ
い
て
の
講
話
ほ
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　震災から７年、被災地はま
だ復興の途上です。東日本大
震災復興応援小金井プロジェ
クト実行委員会では、今年も
被災地を応援するイベントを
開催します。
　福島県いわき市、岩手県久
慈市、宮城県気仙沼市の皆さ
んが参加し、地元産品のおい
しさや安全性を紹介しながら
販売します。
　また、小金井と東北３県の

事業者が連携・協力して、各
産品の販売やＰＲを実施しま
す。
　今後、各産品を市内各店舗
で扱ったり、新メニューの開
発を進めます。
 ３月９日（金）、１０日（土）
午前１１時～午後６時
※売り切れ次第終了
 ＪＲ武蔵小金井駅南口駅前歩
道
 商工会（☎０４２−３８１−８７６５）

時

所

問
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 ３月１７日（土）午後１時
～５時
 商工会館ほか
 昭和３０～４０年代のまちに
関する座学、まち歩き、意
見交換・交流
 大久保昌弘さん（文具店
店主）
 １０人（申込順）
 参加者には小金井今昔プ
ロモーション映像のＤＶＤ
を差し上げます

時

所
内

講

定
他

 ３月１日～１２日に、電話
で市観光まちおこし協会
（☎０４２−３１６−３９８０）へ

申

農工大通りにあった映画館（セ
ントラル劇場）

−武蔵小金井駅南口周辺の今と
昔をめぐる・たのしむまち歩き

小金井今昔めぐり第１回
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掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 12
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１１

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

薬薬局局薬薬局局

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時
※　応急処置に限ります。

休日歯科診休日歯科診療療休日歯科診休日歯科診療療この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、小金
井市薬剤師会の協力
で実施しています。
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受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

休 日 診休 日 診 療療休 日 診休 日 診 療療
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調剤薬局北なが

（ ）本町5－18－13
☎042－381－2906

 
ココカラファイン薬局小金井店

（ ）本町1－8－14
☎042－386－2580

 
サエラ薬局武蔵小金井店

（ ）本町5－15－8ラメゾンブランシュ1階－A
☎042－316－1840

 
おおにし薬局

（ ）梶野町4－20－4
☎0422－55－8998
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 ３月１５日（木）午前１０時～午後４
時 上之原会館 マイバックと小銭
をご用意ください 経済課消費生活
係（☎０４２−３８７−９８３１）
【楽しく作ろう　お・か・し】
 午前１０時～正午 いちごのショー
トケーキ作り １０人（申込順） ５００
円（材料費） 保育あり（５人。申
込順） ３月１日から、電話で経済
課消費生活係へ
【消費者講座−テレビでは教えてく
　れない「食品表示」のうそ？ホント！】
 午後１時３０分～３時３０分 垣田達
哉さん（消費者問題研究所代表） 
市内在住・在勤・在学の方 ５０人
（申込順） ３月１日から、電話で

時
所 他

問

時 内
定 ￥
他

申

時 講
対

定
申

経済課消費生活係へ
【リサイクルバザー】
 午前１０時～１１時３０分（出店受付は
午前９時３０分から）■出店者市内在
住の方（業者不可） １区画２００円
（１.５m×０.４５m）■取扱品目持参で
きる物（一般雑貨、電気製品、衣類
等）※びん・缶詰以外の食品、手作
り品、合成洗剤、フロンガス使用製
品、医薬品、動植物等は出品不可
【おもちゃの病院】
 午前１０時～１１時３０分 診察料１件
１００円（材料費実費）
【物販】
 渇六地蔵の水を使った甘酒、パ
ン、コーヒー渇鉢花

時

￥

時 ￥

内

第２２回消費者ルームまつ第２２回消費者ルームまつりり

内　容と　き
開会式・オープニングイベント（第一中学校吹奏楽部）９：３０～９：５０

３／２４（土）
展示（陶芸、絵画、工作、折り紙、書道、手芸、フラ
ワーアレンジメント、団体紹介ほか）
模擬店（クッキー、コーヒー、豚汁ほか）
発表（ダンス、日本舞踊、アンサンブル、マンドリン、
劇、ミュージカルほか）

１０：００～１７：００

特別イベント（ビブリオバトル：テーマ「新学期」）１０：００～１２：００

　／２５（日）
展示（２４日と同内容）
模擬店（ジェラート、コーヒー、豚汁ほか）
発表（ハーモニカ、フラ、オカリナ、フルート、劇、
アンサンブル、沖縄の歌三線ほか）

１０：００～１５：００

３月２４日（土）３月２４日（土）、、２５２５日（日）日（日）
第第４４回回貫貫井井北北セセンンタターーままつつりり第４回貫井北センターまつ第４回貫井北センターまつりり

【特別イベント・バルーンアート】
 ３月２４日（土）、２５日（日）午後１時～２時
■出演うさぎさん（バルーンアーティスト）
 ５０人（当日先着順）
 公民館貫井北分館（☎０４２−３８５−３４０１）
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花を生ける（１９６３年、油彩・カンヴァス）
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　中村研一は、戦後間もない、１９４５年の１２月、
５０歳で小金井に移り住みました。自然豊かなこ
の地を愛した中村は、最晩年にいたるまで精力
的に創作活動を行います。
　本展覧会では、所蔵作品の中から小金井移住
後の作品を中心に、画家の日常風景を探りま
す。
 ３月２７日（火）～５月１３日（日）午前１０時～
午後５時（入館は４時３０分まで）
■休館日月曜日、５月１日（火）※４月３０日（休）
は開館
■観覧料一般２００円、小・中学生１００円（未就学
児および障害者手帳をお持ちの方と付き添いの
方１人は無料）
 

【ギャラリートーク】
　担当学芸員が展覧会の内容や作品について解
説を行います。
 ４月１４日（土）、５月１２日（土）午後２時～２

時

関連イベント

時

時３０分
■参加費無料（要観覧券）
 当日直接会場へ
【ワークショップ　親子で楽しむ工作の時間】
　紙粘土を使って、造形を楽しんだり、色をつ
けたりしながら、小さな作品を作ります。
 ３月３１日（土）午後２時～４時
 ２０人（多数抽選）
 ５歳以上の方（未就学児は保護者同伴）
 こごうちぶんこ　ことりのへや
 ３月２８日（必着）までに、往復はがき、ファ
クスまたはＥメールで参加者全員の氏名（ふり
がな）・年齢（学年）・電話番号・返信先（住所、
ファクス番号、Ｅメールアドレスのいずれか）
を明記し、市立はけの森美術館へ

−◇共　通◇−
 市立はけの森美術館（〒１８４−００１２中町１−
１１−３☎０４２−３８４−９８００＝午前１０時～午後５時
 ０４２−３８１−５２８１ s０３０９９９＠koganei-shi.jp）
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「中村研一の制作−日常風景とともに」
市立はけの森美術館所蔵作品展


